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風
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岐
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勢
る
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猾
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萎
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篋
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性

靈

　

徐
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卿

日
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v情

以

發
v氣
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v氣
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成
v聲
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V聲
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繪
V詞
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V詞

而

定
V韻
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.詩
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源

槻
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情

者
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穫

靈
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乎
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中

郎

臼
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心
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鍾
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詩
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情
に
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以
て
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を
發
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成
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、

聲
に
因
て
而
し
て
詞
を
繪
き
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に
因
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し
て
韻
を
定
む
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れ
詩

の
源
な
り
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れ
情
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性
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の
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中
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心
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先
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、
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て
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の
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日

鵡
.詩

都

叢

書

　

二

子
、極
v煽

誕
靉

、王

李
q今

鼓
其

什
↓袁

宋

鍾

　

元
、絶

無

他

調
噌其

借
}}ロ

唐
"者
、唯

爲
二黷

計
h以

　
v吾

言
v之
、無
嵩乃

以
v人

廢
7言

乎
、假

使

李

于

鱗
・

　

王

元

美

輩

言
レ之
、則

先

生

奉

戴

以

爲
鴨葎

侮
嚇

　

獪
v指
諸

掌
爾

、知

者

不
v言
、言

者

不
v知
、學

者

　
當

默

識

　
　
〔二
〕

二

聲

　
　

李

　

　

仄

　

皇

甫

子

循

日
、詩

苟

音

律

欠
ゾ諧
、絡

非
昌妙

境
叫

　
故

無
取

鴨拗

體
嚇此

最

正

論
、聾

律

嚴

密
、莫
v如
昌

　
濟

南
焉

、其

選
唐

詩

序

日
、七

言

律

諸

家

所

v難
、子

美

篇

什

雖
v多
、債

焉

自

放

矣
、蓋

譏
菖其

　
多

拗

・體
"也
、北

魂

學
畠少

陵
蝸多
胤變

律
門初

學

不

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

唐
に
借
口
す
る
者
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唯
、
黠
計
ε
爲
す
の
み
、
書
を
以
て
之
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言
ふ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も　し

に
、乃
ち
人
を
以
て
言
を
廢
す
る
無
か
ら
ん
か
、假
使
李
干
鱗
・王
元
美

が
輩
之
を
言
は
穿
、則
先
生
は
奉
戴
し
て
以
て
律
令
ε
爲
さ
ん
、
獪
ほ

諸
を
掌
に
指
す
が
ご
S
き
の
み
、知
る
者
は
言
は
す
、
言
ふ
者
は
知
ら

す
、學
者
當
に
默
識
す
べ
し
。

二
聲

广
二

〕

　

夲
　

　

仄

皇
甫
子
循
日
、詩
苟
し
、音
律
、諧
を
欠
か
ば
、
終
に
妙
境
に
非
す
、故
に

拗
體
を
取
る
こ
ε
無
し
ε
、此
れ
最
正
論
な
り
、聲
律
の
嚴
密
な
お
は
、

濟
南
に
如
く
は
莫
し
、其
の
唐
詩
を
選
す
る
序
に
日
、
七
言
律
は
諸
家

の
難
し
ε
す
る
所
、子
美
が
篇
什
多
し
ε
雖
、
慣
焉
ミ
し
て
自
放
せ
り

ε
、
葢
其
の
拗
體
多
き
を
譏
る
な
り
、北
地
は
、
少
陵
を
學
び
變
律
多
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則
齢矣
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二

廢

　
　

巧

　

言

　

釋

皎

然

日
、雖
v欲

廢

ゲ巧

爾
ツ直
、而

紳

思

不
v得

v纛
、難

歓
癈

v言

爾
プ意
、而

典

麗

不
v得
v遺

余

謂

　

巧

要
清

雅

精

練
↓忌
踏
　
細

微

密
州言

要

典

麗

　

雅

重
「忌
二奇

僻

卑

俗
『

二

概

　

嚴

儀

卿

日
、詩

大

攤

有
v二
、日

優

游

不

迫
、口

　

沈

著

痛

快
、

二
端

　
　

情

　

景

　
陳

繹

曾

日
、情

之

戚

十

二
、日
、喜
・怒
・哀
・懼
・愛
・

　

欲
・悪
・憂
・差
・惜
・思
・樂
、喜

寓
v物

而
一見
、怒

欲
昌始

　
　
　

　
丹

丘
詩

話

卷
、上

し
、初
學
階
則
ミ
す
可
ら
す
。

二
廢

　

巧
言

釋
皎
然
日
、巧
を
廢
し
直
を
倫
ば
ん
こ
欲
す
ざ
雖
、
而
も
紳
思
直
き
を

得
す
、言
を
廢
し
意
を
術
ば
ん
ε
欲
す
ご
雖
、
而
も
典
麗
遺
す
と
を
得

す
、余
謂
ふ
巧
は
清
雅
精
練
を
要
す
、瑣
細
微
密
葱
忌
む
、言
は
典
麗
雅

重
を
要
す
、奇
僻
卑
俗
を
忌
む
。

二
概嚴

儀
卿
日
、詩
、大
概
二
有
り
、日
優
游
不
逍
、日
沈
著
痳
快
。

二
端

情

景

陳

繹
曾

日

、惰

の
感

士

一、
日

、
喜

・怒

・哀

・懼

・愛

・欲

・悪

・憂

・差

・惜
・

思

・樂

な
り

、
喜

は
物

に
寓

し

て
見

は

る
、怒

は
始

め
張
り

て
終
罕

な

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

三
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日

本

話

話

叢
書

張

而

絡

李
叫哀

極
v之

而

後

反
、懼

在

義̀

理

中
州

愛

在
「肖言

外
咀欲

敵

動

而

歸

手

正
↓悪

蘇

恵

厚
↓

憂

瞥

而

有
處

跫

羞

不

敢

盡

貫

惜

著
昌于

深

愛
嚇思

眞

切

則

有

芬

數
叫樂

因
〆物

而

見
。

叉

日
、景

之

類

十

二
、日

時

候
・天

文
・地

理
・宮

室
.入

物
・鬼

紳
鳥

獸
章

木
・器

物
・飮

饌
・音

樂
・

藝

文
、景

之

眞

四
、日
、適
・煉
・扶
・生
、適

者

適

然

意

會
、就

寫
眞

景
唱蝦
昌煉

之
唱煉

者

景

少

之

處
、

就

取
』
呉
景
一蝦
昌煉

之
噌扶

者

枯

寂

之

慮
、扶
鱒取

眞

景
鯒蝦
崗陶煉

之
ハ生

者

幽

獨

之

處
、別

生
嚇旧眞

景
崗

蝦
二煉

之
『

余

謂

情

之

才

入
、日
、親
・踈
・厚
・薄
・緩
・急
・寛
・猛

也
、親

者

要
レ正
、踈

者

要
v直
、厚

者

要
v眞
、薄

者

要
v節

寛

者

要
v敏

,急

者

要
γ思
、寛

者

要
v疾
、猛

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

搬

を

欲
す
、
哀

は
之

を
極

め

て
後
ち

反
る

、爆

は
義
理
の

中

に
在

り
、
愛

は

　

　

　

　

　

　

ぎ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
うく

言
外

に
在
り

、
欲

は
敵

動
し

て
正

に
歸

す

、
悪
は
忠

厚
を

欲
す

、憂

は
瞥

し

で
處

置

あ
り

、羞

は
敢

へ
て
誰

く
言
は
す

、
惜
は

深
愛

に
薯

す

、
思
は

眞

切
な

れ
ば

則
分

數
右

り

、樂

は
物

に
因

て
見
は

る
。

叉
日
、
景
の
類
十
二
、
日
、
時
候
・天
文
・地
理
・宮
室

・人
物
・鬼
憩
・鳥

獸
・草
木
・器
物
・飮
饌
・昔
樂
・藝
文
な
り
、景
の
旗
四
、日
,
適
「煉
・扶
・

生
な
り
、適
ε
は
適
然
意
會
し
、就
い
て
眞
景
を
窮
し
て
之
を
蝦
煉
す
、

煉
さ
は
景
少
き
の
處
、就
い
て
眞
景
を
取
り
て
之
を
蝦
煉
す
、
扶
ミ
は

枯
寂
の
處
、眞
景
を
扶
け
取
り
て
之
を
蝦
煉
す
,生
ε
は
幽
獨
の
塵
、別

に
眞
景
を
生
じ
て
之
を
蝦
煉
す
Q

余
謂
ふ
情
の
才
八
、日
、
親
。疎
・厚
・薄
。緩
。螽
.寛
・猛
な
り
,
親
は
正

を
要
す
、踈
は
宜
を
要
す
、
'厚
は
眞
を
要
す
、薄
は
節
を
要
す
、寛
は
敏

を
要
す
、急
は
思
を
要
す
、寛
は
疾
を
要
す
、猛
は
和
を
要
す
、
景
の
品
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者

要
v和
、景

之

品

十
、日
、部
・舊
・虚
・實

・前

・後

・遽
・

　

近

・大
・小

也
、帥

景

摸
レ眞
、舊

景

摸
懐

、虚

景

摸

v奇

、實

景

摸
v正
、前

景

摸
レ想
、後

景

摸
v思

、遠

景

　

摸

v濶
、近

景

摸
v鮮

、大

景

摸

v雄
、小

景

摸
v敞
、若

昌

　

夫

哲

匠

宗

工
↓不
呂必

拘

拘

嚇或

情

多

於

景
ハ或

　

景

繁

於

債

周

伯

弼

分
昌情

量

爲
昌二

途

「立
㎝蝕

　

實

四

虚

等

法
門杜

撰

莫

v甚
v焉
。

　

　

〔三
〕

三

鱧

　

　

聲

律

　

物

色

　

意

格

　

自

樂

天

日
、詩

有

三̀

體

門有

v竅

有

v骨

有

v髓

以
昌

　

聾

律

"爲
v竅

、以
一物

色

一爲
v骨
.以
二意

格
一僞
v髓

、余

　

謂

竅

宜

v充
、忌
v窕
、骨

宜
v壯
、忌
v痿
、髓

宜

ゾ潤

忌

　
話

。

　
　
　
　

丹

丘
詩

話

卷

上

十
、日
、部
・舊
・虚
・實
・前
・後
・遠
・
近
・
大
・
小
な
の
、卸
景
は
眞
を
摸

し
、舊
景
は
懐
を
摸
し
、虚
景
は
奇
を
摸
し
、實
景
は
正
を
摸
し
.
前
景

・
は
想
を
摸
し
、
後
景
は
思
を
摸
し
、遠
景
は
濶
を
摸
し
、
近
景
は
鮮
を

摸
し
、大
景
は
雄
を
摸
し
、小
景
は
敞
を
摸
す
、夫
の
哲
匠
宗
工
の
若
き

は
、必
し
も
拘
々
た
ら
す
.或
は
情
、景
よ
り
多
く
、或
は
景
、情
よ
り
繁

し
、周
伯
弼
、
情
景
を
分
ち
て
二
途
ご
爲
し
、
四
實
四
虚
等
の
法
を
立

つ
、杜
撰
焉
れ
よ
り
甚
し
き
は
莫
し
○

三
體

〔
三

　

聲
律

物
色

意
格

自
樂
天
日
、詩
に
三
體
有
り
、竅
有
り
、骨
有
り
、髓
有
り
、聲
律
を
以
て

竅
ご
爲
し
、物
色
を
以
て
骨
ミ
爲
し
、意
格
を
以
て
髓
霊
爲
す
ε
、余
謂

ふ
竅
は
充
つ
る
に
宜
し
。窕
を
忌
む
、骨
は
継
に
宜
し
、
痿
を
忌
む
、髓

は
潤
に
宜
し
、枯
を
忌
む
o

　

　

,　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉



狒

三
停

2

日

本

詩

話

叢

害

　
　

起

　

中

　

結

　

陳

繹

曾

日
、起

制
、古

詩
、混

淪

包

括
意

整

語

　

圓
、律

詩
、聲

起

語

圓
、中

制
、古

詩
、反

覆

變

化
.

　

意

眞

語

暢
、律

詩
、頷
、響

亮
、警
、峭

拔
、結

制
、古

　

詩
.含

蓄

不

盡
、意

重

語

重
、律

詩
、聾

穩

語

健
.

三

節

　

嚴

儀

卿

日
、學
v詩

有

三̀

節
明其

初

不
v識
こ好

悪
曲

　

逕

篇

累

牘
.肆
v筆

而

成
、既

識

羞

愧
晒始

生

畏

　

縮
『成
レ之

極

難
、及
翌
ハ
透

徹
一則

七

縱

八

横
、信

　

v手

拈

來
.頭

頭

是

遒

矣
。

三

體

　

王

元

美

日
、歌

行

有

三

難
↓起

調

一
也
、轉

節

　

二

也

收

結

三

也
、唯

收

爲
二尤

難
嚇如

作
二李

調

・

三

停

,

山
ノ、

　

起

中
,結

陳
繹
曾
日
、起
制
、古
詩
は
、
混
淪
包
括
、意
整
語
圓
、律
詩
は
、聲
起
語

圓
、中
制
、古
詩
は
反
覆
變
化
、
意
眞
語
暢
、律
詩
は
、頷
、響
亮
、警
、峭

拔
、結
制
、古
詩
は
、含
蓄
不
盡
、意
重
く
語
重
し
、律
詩
は
、聲
穩
語
健
o

三
節嚴

儀
卿
日
、詩
を
學
ぶ
に
三
節
有
り
、其
の
初
め
好
惡
を
識
ら
す
、連
篇

累
牘
、筆
を
肆
に
し
て
成
る
、
既
に
差
愧
を
識
り
、
始
め
て
畏
縮
を
生

す
、之
を
成
す
極
め
て
難
し
、其
の
透
徹
す
る
に
及
ん
で
は
、則
七
縱
八

横
、手
に
信
せ
て
拈
し
來
る
、頭
々
是
れ
道
な
り
。

三
體王

元
美
日
、歌
行
に
三
難
有
り
、
起
調

一
な
り
、轉
節
二
な
り
、牧
結
三

な
の
、
唯
、
收
尤
も
難
し
ご
爲
す
、
如
し
夲
調
舒
徐
綿
麗
な
る
者
を
作
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舒

徐

綿

麗

者
門結

須
v爲
一雅

詞
凸勿
v使
v不
v足
、分

　
v有
昌
一
唱

三

歎

意
嚇奔

騰

洶

湧
、驅

突

而

來

者
、

　

須
二

截

使
レ佳
、勿
劉貿
聯有

餘
州中

作
下奇

語

峻

奪
昌

　

人

魄

着

ハ須
v命
王

下

脈

相

顧
コ

起

一
伏
、
剛

　

頓

一
挫
、有
v力

無
γ迹
、方

成
二篇

法
叫此

是

祕

密

　

大

藏

印

可

之

鈔
、余

謂

舁

州

印

可
、吾

不
v欲

財受
v之
、所
v願

惟

北

地

衣

鉢

乎
。

　
　

〔四
〕

四

體

　
　

起
　

承

　

轉

　

合

　

范

徳

機

日
、起

承

轉

合

四

字
.施
乏

絶

句

則

　

可
、施

旧之

於

律
一則

未
昌盡

然
茹

鷲遊

何

將

軍

十

　

首
ハ第

嚇
首

是

起
、第

十

首

是

合
、中

間

八

首
、

　

是

反
覆

賦
幅翼

山

林

之

盛
門易

而

竃
γ之

便

不

　
　
　
　
　
丹

丘
詩

話

卷

上

さ
は
、
結
は
須
ら
く
雅
詞
を
爲
す
べ
し
,
足
ち
ざ
ら
し
む
る
ε
勿
れ
、

一
唱
三
歎
の
意
有
ら
し
む
、奔
聡
洶
湧
.騙
突
し
て
來
る
者
は
、須
ら
く

一
截
住
せ
し
め
、有
餘
を
留
む
る
勿
る
べ
し
、
中
に
奇
語
の
峻
に
し
て

人
の
魄
を
奪
ふ
者
を
作
さ
は
、
須
ら
く
上
下
の
脈
鞠
顧
み
し
む
べ
し
、

一
起

一
伏
、
一
頓

一
挫
、力
有
り
て
迹
無
し
、
方
に
篇
法
を
成
す
、此
れ

.
は
是
れ
祕
密
大
藏
印
可
の
妙
な
り
、余
謂
ふ
舁
州
の
印
可
.
吾
之
を
受

る
を
欲
せ
す
、願
ふ
所
は
惟
、
北
地
の
衣
鉢
か
。

四
體

〔
四
〕

　

起

承

轉

合

范
徳
機
日
、起
承
轉
合
の
四
字
、之
を
絶
句
に
施
せ
ば
則
可
な
り
、之
を

律
に
施
せ
ば
則
未
だ
盡
く
然
ら
す
、
何
將
軍
に
遊
ぶ
十
首
の
如
き
、第

一
首
是
れ
起
、第
十
首
是
れ
合
、中
間
八
首
、是
れ
反
覆
し
て
其
の
山
林

の
盛
を
賦
す
、易

へ
て
之
を
置
か
ば
便
ち
不
可
な
り
、
後
の
五
詩
も
亦

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

七
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日
／本
詩

話

叢

書

　

可
、後

五

詩

亦

然
、前

後

出

塞

之

類

則
無
v不

γ然

矣
、有
邑
一
題

而

二

首
州則

前

者

不
v可
〆置
v後
、

　
葢

起

句

在
昌前

者
晒而

合

句

在
後

首
故

也
、何

　

獨

第

二
聯

爲
v承
、第

三

聯

爲
v轉

耶

泥
v此

則

　

非
葎

詩

之

法

度
矣

、余

謂

此

説

省

矣
、而

術

　

未

也
、范

偏

舞

篇

法
晒卻

遺
二章

法
夷

詩

有
昌起

　

結
h獪
二人

具
頭

星

矣
何

氏

山

林

十

首
、各

具
周

　

起

結
桓

其

連

篇

次

序
、秩

然

不
v可
v紊
v之

爾
、

　

豈

如
昌范

所
読

乎
、學

者

思
v諸
。

四

深

　
　

體

勢

　

作

用

　

聲

對

　

義

類

　

釋

皎

然

日
、氣

象

氛

氤
、深
於

體

勢
「意

度

槃

　
薄

.深
於

作

用
「用

律

不

鸚
、深
於

聾

對
"用

事

　

不

蔵
、深
昌於

義

類
嚇余

謂

氣

之

沛

也

易
v失
v檢
、

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

八

然
り
、前
後
出
塞
の
類
は
、則
然
ら
ざ
る
無
し
、
一
題
に
し
て
二
首
な
る

有
れ
は
、則
前
な
る
者
は
後
に
置
く
可
か
ら
す
、葢
、起
句
前
な
る
者
に

在
り
、而
し
て
合
句
後
首
に
在
る
が
故
な
り
、何
ぞ
獨
、第
二
聯
を
承
ε

爲
し
、第
三
聯
を
轉
ミ
爲
さ
ん
や
、
此
に
泥
ま
ば
則
律
詩
の
法
度
に
非

す
、余
謂
ふ
此
の
設
省
た
り
、
而
も
倚
未
だ
し
、
范
は
偏
に
篇
法
を
説

き
、卻
て
章
法
を
遺
せ
り
、夫
れ
詩
に
起
結
有
る
は
、獪
ほ
人
の
頭
足
を

具
ふ
る
が
ご
こ
し
、
何
氏
か
山
林
+
首
、各
、
起
結
を
具
ふ
、
但
・其
連

篇
次
序
、秩
然
こ
し
て
之
を
紊
る
可
ら
ざ
る
の
み
、
豈
范
の
設
く
所
の

如
く
な
ら
ん
や
、學
者
諸
を
思
へ
。

四
深　

體
勢
　
作
用
　
聲
對
　
義
類

釋
皎
然
日
、
氣
象
氛
氤
は
、體
勢
に
深
し
、
煮
度
槃
薄
は
、
作
用
に
深

し
、用
律
不
對
は
、聾
對
に
深
し
、用
事
不
直
は
、義
類
に
深
し
ε
、余
謂

ふ
氣
の
沛
な
る
は
檢
に
失
し
易
し
、意
の
放
な
る
は
、蓮
を
差
へ
易
し
、
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臻

一

ユ

　

謝

茂

秦

日
、詩

有
二四

贅

太

臼

賠
推

倫
一日
、桃

'
花

潭

水

深

千

尺
、不
v及
品注
倫

淦
v我

情
↓此

興

　

也
、陸

龝

蒙

詠
"自

蓮
噂日
、無

情

有
v恨

何

人

見
、

　

月

曉

風

清

欲
v墮

時
、此

趣

也
、王

建

宮

詞

日
、

　

自

是

桃

花

貪

結

子
鋸

敖
冒λ

恨
一五

更

風
琵

　

意

也
、李

渉

上
キ

襄

陽

日
、下
v馬

獨

來

尋

故

、
事
蓬

v人

惟

説

睨

山

碑

此

理

也
、悟

者

得
"之
、

　

庸

心

以

求
、或

失
v之
、余

謂

此

最

上

乘

法

語
、

　

而

不
二必

執

著
西

詩

或

可
耳以

爲
昌興

趣
↓或

可
冒二

　

以

爲
昌意

理

解
レ之

而

後
、可
噌典

言
〉悟

矣
.

　
　
　
　
　
丹

丘

詩

話

卷
,上

律
の
用
は
、粘
を
忘
れ
易
し
、事
の
會
は
類
を
誤
り
易
し
。

四
格

興

趣

意

理

謝
茂
奏
日
、詩
に
四
格
有
り
、
太
自
の
注
倫
に
嚼
る
に
日
、「桃
花
潭
水

深
さ
千
尺
な
る
も
、注
倫
が
我
を
迭
る
の
情
に
及
ば
す
」
は
、此
れ
興
な

り
、陸
龜
象
の
白
蓮
を
詠
す
る
に
日
、
「無
情
恨
み
有
り
何
人
か
見
る
、

月
曉
け
風
溝
く
し
て
墮
ち
ん
ε
欲
す
る
時
」
は
、此
れ
趣
な
り
、王
建
の

宮
詞
に
日
、「
自
ら
是
れ
桃
花
結
子
を
貪
る
、錯
て
人
に
五
更
の
風
を
恨

ま
し
む
」
は
、此
れ
意
な
り
、李
渉
の
于
襄
陽
に
上
る
に
日
、「馬
を
下
り

て
獨
り
來
り
故
事
を
蕁
ぬ
,
入
に
逢
ふ
て
惟
、
説
く
蜆
山
の
碑
」、は
此

れ
理
な
り
、
悟
者
は
之
を
得
ん
、庸
心
以
て
求
む
れ
ば
、
或
は
之
を
失

す
ご
,余
謂
ふ
此
れ
最
上
乘
の
法
語
、而
し
て
必
し
も
執
著
せ
す
、四
詩

或
は
以
て
興
趣
ε
爲
す
可
く
、或
は
以
て
意
理
ご
爲
す
可
し
、
之
を
解

し
て
而
し
て
後
、與
に
悟
を
言
ふ
可
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

ρ
九
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五
俗

〔五
〕

日

本

詩

話

叢

書

　
　

俗

體

　

俗

意

　

俗

句

　

俗

字

　

俗

韻

嚴

儀

卿

日
、學
γ詩

先

除
孟

俗
明

五

注

　

嚴

儀

卿

日
、詩
川賓
桝五

法
百

體

制
、日

格

力
、日

　

氣

象
、日

興

趣
、日

昔

節
、余

謂

體

制

要
v正
、格

　

力

要
v高
、氣

象

要
v宏
、興

趣

要
v新
・音

節

要
v響
。

五

忌

　

臼

樂

天

日
、格

翕

則

詩

不
v老
、字

俗

則

詩

不

　
v清
、才

浮

則

詩

不
雅

、意

短

則

詩

不
v深
、意

雜

　

則

詩

不
γ緻
。

五

故

事

　
　

正

用

　

反

用

'

借

用

　

暗

用

一
活

用

五
俗

〔
五
〕

寧
0

　

俗
體
　
俗
意
　
俗
句
　
俗
字
　
俗
韻

嚴
儀
卿
日
、詩
を
學
ぶ
に
は
.先
づ
五
俗
を
除
け
〇

五
法嚴

儀
卿
日
、
詩
に
五
法
有
り
、日
體
制
、日
格
力
、日
氣
象
、日
興
趣
、日

音
節
ミ」、余
謂
ふ
體
制
は
正
を
要
す
、格
力
は
高
を
要
す
、氣
象
は
宏
を

要
す
、興
趣
は
新
を
要
す
、音
節
は
響
を
要
す
。

五
忌

　
自
樂
天
日
、格
弱
け
れ
は
則
詩
老
せ
す
、字
俗
な
れ
は
則
詩
清
か
ら
す
、

才
淨
な
れ
は
則
詩
雅
な
ら
す
、
意
短
な
れ
ば
則
詩
深
か
ら
す
、意
雜
な

　
れ
ば
則
詩
緻
な
ら
す
。

五
故
事

　

正
用
　
仮
用
　
借
用
　
暗
用

、
活
用
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・陳

繹

曾

日
、正

用

的
驫切

本

題
叫必

然

當

用
、反

　

用

用
其

事

而

反
H其

意
蓿

、用

本

不
v切
v題
、借
昌

　

用

一
端
叫暗

用
、用
昌其

語
一而

隱

其̀

名
↓活

用
、本

　

非

故

事
叫因

言
昌及

之
叫此

乃

用

事

之

鈔
.

　

王

敬

美

日
.善

使
」故

事
唱者
、弗
レ爲
二故

事

所
凱使
、

　

如
卞禪

家

云

轉
二法

華
晒弗
ケ爲
弓法

華

轉
「使
v事

之

　

鈔
、在
下有

而

若
v無
、實

而

若
v虚

、亘

意

悟
"不
v可
嵩

　

言

傳
↓可
昌力

學

得
(不
"可
蝋倉

卒

得
嚇也
。

　

巖

儀

卿

日
、不
v必
一一多

使
ワ事
、謝

茂

泰

日
、用

事

　

多

則

流
於

議

論
晒余

謂

詩

家

用
v事

譬
二之

名

　

將

用
ツ兵

焉
.韓

信

謂
}漢

高

帝
一日
陛

下

不
v過

　
v將
二十

萬
叫臣

多

多

釜

辨
、少

陵

濟

甫
、
正

足
v配

　
　
　
　
　
　
　

フ

　
v之
、不
v可
昌企

及
一耳
コ

五

聲

變

　
　
　
　
　
丹

丘
詩

話

卷

上

・陳
繹
曾
日
.正
用
は
本
題
に
的
切
し
。必
然
當
用
。
反
用
は
其
の
事
を
用

ひ
て
而
し
て
其
の
意
を
反
す
、借
用
は
水
霊
題
に
切
な
ら
す

、
一
端
を

借
用
す
,暗
用
は
、其
の
語
を
用
ひ
て
其
の
名
を
隱
す

、活
用
は
、本
ミ

散
事
に
非
す
、因
て
之
に
言
及
す
.此
れ
用
事
の
砂
な
り
。

王
敬
美
日
.善
く
故
事
を
便
ふ
者
は
,
故
事
に
使
は
れ
す
.
禪
家
に
云

ぺ
る
法
華
を
轉
じ
て
、
法
華
に
轉
ぜ
ら
れ
ざ
る
が
如
し
、事
を
使
ふ
の

妙
は
、有
れ
ど
も
無
き
が
若
く
、
實
れ
ど
も
虚
き
が
若
く
、
意
悟
す
可

く
,言
傳
す
可
か
ら
す
、力
學
し
て
得
べ
く
、倉
卒
に
得
べ
か
ら
ざ
る
に

在
る
な
り
。

嚴
儀
卿
日
、多
く
事
を
使
ふ
を
必
ε
せ
す
、謝
茂
秦
日
、用
事
多
け
れ
ぜ

則
議
論
に
流
る
ご
、余
謂
ふ
詩
家
の
事
を
用
ふ
る
、
之
を
名
將
の
兵
を

用
ふ
る
に
讐
ふ
、韓
信
、漢
の
高
帝
に
謂
て
凵
、陛
下
は
十
萬
に
將
た
る

に
過
ぎ
す
、
臣
は
多
々
盆
辨
す
マ)、少
陵
、濟
南
、
正
に
之
に
配
す
る
に

足
れ
り
、企
及
す
可
か
ら
ざ
る
①
み
。

五
聲
變

一

剛
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日

本

詩

話
叢

書

　
　

穩

　

響

　

起
　

膃
　

細

　

陳

繹

曾

日
、聾

變

爾

句

不
v得

柏

併
叫兩

聯

不

　
v得
】釉

似
n起

宜
昌重

濁
叫承

宜
二李

穩
嚇中

宜
轟鏗

鏘
帆

　

結

宜
一輕

漬

　
　

〔六
〕

六

設

事

　
　

夢

寐

　

古

人

　

紳

示

　

仙

靈

　

鳥

獸

　
　

艸

木

、
陳

繹

曾

日
、言
v夢

必

依
v玄
,言
v古

必

依
v實
、言

　
v紳

必

依
v疑
、言
v仙

必

依
v想
、託
動

物
一必

依
レ才
、

　

託

稙

物
・必

依
v類
、余

謂

設

事

之

方
、有
v雅

有

　

v俗

有
v正

有
v奇
・
有
v虚

有
レ實
、能

者

陳

李

出
鉱
ハ

　

奇
輔也
」拙

者
冖愚

=刺

使

塞
「廴
ハ
條
一也
。

六

蝦

思

喝
二

穩

響

起

嘸

細

陳
繹
曾
日
、聲
變
兩
句
相
併
す
を
得
す
、爾
聯
相
似
る
を
得
す
、起
は
重

濁
に
宜
し
、承
は
李
隱
に
宜
し
、
中
は
鏗
鏘
に
宜
し
.
結
は
輕
清
に
宜

し
o

六
設
事

〔六

)

夢
寐
　
古
人
　
紳
示
　
仙
靈

鳥
獸

艸
木

陳
繹
曾
日
、夢
を
言
へ
は
必
玄
に
依
り
、古
を
言
へ
は
必
實
に
依
り
、祕

を
言
へ
は
必
疑
に
依
り
、
仙
を
言

へ
は
必
想
に
依
り
、動
物
に
託
す
れ

は
必
才
に
依
り
、
植
物
に
託
す
れ
は
必
類
に
依
る
ε
、余
謂
ふ
設
事
の

方
、雅
有
り
、俗
有
り
、正
有
@
、奇
有
り
,處
有
り
,實
有
り
、能
者
は
陳

夲
の
六
奇
を
出
だ
す
な
り
,拙
者
は
愚
刺
使
の
六
條
を
奉
す
る
な
り
。

六
蝦
思
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詳
　

要
　

博
　

精

　

眞

　

雅

　
陳

繹

曾

日
、詳
、八

面

中

間
、推

尋

欲
v盡
、要

痛

　
艾

刻

取
、撮

出

至

要
哨博
、博

覽

羣

書
悉

歸
蔀

　
分
↓精

含
v精
、咀
v華
、嗽
噛取

芳

潤
叫眞
、提
v要

煉
v眞
、

　

天

然

秀

出
、雅
、嗽
幅"芳

爾

雅
鱒加

以
昌潤

色
納余

謂

　

思
欲

v詳
、不
v欲
v碎
、欲
v要

不
v欲
v簡
欲

v博

不
v欲

　
v雜
、欲
v精

不
v欲
v驫
欲

γ眞

不
v欲
v假
、欲
レ雅

不
v欲

、

穃

。

六

要

　
　

鋪

敍

　

波

瀾

　

用

意

　

琢

句

　

使

字

　
　

下

字

　

楊

仲

弘

日
、詩

要
鋪

敍

正
、波

瀾

濶
、用

意

深
、

　

琢

句

雅
、使

字

當
、下

字

響
『

六

義

　
　
　
　

丹

丘
詩

詣

卷

上

　
詳

要

博

精

眞

雅

陳
繹
曾
日
、詳
は
、八
面
中
間
,
推
尋
盡
き
ん
ミ
欲
す
、要
は
、
痛
艾
刻

取
、至
要
を
搬
出
す
、博
は
群
書
を
博
覽
し
、悉
く
部
分
に
歸
す
、
精
は

精
を
含
み
華
を
咀
ひ
,芳
潤
を
嗽
取
す
、眞
は
要
を
提
け
眞
を
煉
り
、天

然
秀
出
す
、雅
は
爾
雅
に
嗽
芳
し
、加
ふ
る
に
潤
色
を
以
て
す
、
余
謂
ふ

思
は
詳
を
欲
し
て
、碎
を
欲
せ
す
、要
を
欲
し
て
、簡
を
欲
せ
す
、
愽
を

欲
し
て
雜
を
欲
せ
す
、精
を
欲
し
て
轟
を
欲
せ
す
、
眞
を
欲
し
て
假
を

欲
せ
す
、雅
を
欲
し
て
俗
を
欲
せ
す
。

六
要

鋪
叙
　
波
瀾
　
用
意
　
琢
句
　
使
字
　
下
字

楊
仲
弘
日
.
詩
は
鋪
叙
は
正
、
波
瀾
は
濶
、
用
意
は
深
、
琢
句
は
雅
、

使
孛
は
當
、下
字
は
響
な
ら
ん
こ
ミ
を
要
す
。

六
義

鰰
ヨ



　
　
　
　
　
　

日
本

詩

薫
叢

書

齣
　
　

又

日
、詩

有

夭

義
百

雄

渾
、日

悲

壯
、日

李

淡
、

　
　
　

日

蒼

古
,日

沈

著

逋

快
,日

優

遊

不

逍
、余

謂

　
　
　

↓
ハ
㎝義

三

百

之

體
-,此
曜當
ヤ総
y
品

或

一調
一乃
理
可
帥夫

　
　
　

學
二雄

渾

者
、失

在

組

豪
"學

悲

壯
}者
、失

在
切

　
　
　

粛
晒學

牟

淡
剛者
央

在
脚乾

枯
嚇學
二蓋

古
者

、失
在
冖

　
　

p」
索

莫
叫學
沈

著

痛

快
困者
、失

在

流

糞

學
優

遊

　
　
　

不

逍
}者
、失

在
嵩懈

怠
図

　
　
　
　

〔七
〕　

　

　

、

　
　
七

徳

　
　
　

釋

皎

然

日
、詩

有
二七

徳
コ

識

響
、二

高

古
.三

　
　
　

血
ハ
黼鹿
.四

風

一流
、五

精

融
脚、亠
ハ
質

=幹
、七

購
皿
裁
、A
耶

V
.　

謂

識

理

貴
一不

闘

高

古

貴
ネ

僻
亜
ハ
麗

貴

一不

　
　
　

淨
ハ風

流

貴
縞不

乖
叫精

紳

貴
嵩不

露

質

幹

貴
り5

②
　
　

翦
磴

裁

貴
ネ

邪
帽

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

叫
四

」
叉
R
冖、一詩
に
、六
艶我
'有
の
'、日
　雄
渾
、
日
悲
壯
、日
一牛
淡
、日
蒼
古
、R
【沈
薯
一

逋
快
、日
優
遊
不
迫
.ε
、余
謂
ふ
六
義
は
三
百
の
體
な
り
,此
れ
當
に
品

或
は
調
ε
稱
し
て
乃
ち
可
な
る
べ
し
、夫
れ
雄
渾
を
學
ぶ
者
は
、失
、粗

豪
に
在
り
,悲
壯
を
學
ぶ
者
は
、失
、切
肅
に
在
り
、李
淡
を
學
ぶ
者
は
、

失
、乾
枯
に
在
り
、斎
古
を
學
ぶ
者
は
、失
、索
莫
に
在
り
、沈
著
痛
快
を

學
ぶ
者
は
、失
、流
逸
に
在
り
、優
遊
不
迫
を
學
ぶ
者
は
、失
、懈
怠
に
在

り
◎

〔七

し

七
徳

、

　
糶
皎
然
日
、詩
に
七
徳
有
り
,
一
に
識
理
、二
に
高
古
、三
に
典
麗
、四
に

　
風
流
、五
に
精
紳
。六
に
質
幹
、七
に
髓
裁
ぐ丶

余
謂
ふ
識
理
は
不
闇
を

　
貴
ひ
、高
古
は
不
僻
を
貴
ひ
、典
麗
は
不
淨
を
貴
ひ
、風
流
は
不
乖
を
貴

　
ひ
、精
神
は
不
露
を
貴
ひ
、
質
幹
は
不
弱
を
貴
ひ
、
罷
裁
は
不
邪
を
貴

　
ぶ
o
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七

戒

　

楊

仲

弘

日
、詩

有
毛

戒
百

差

錨

不
賀

串
百

、

　

直

置

不
昌宛

轉
百

妄

誕

不
昌切

實
百

、綺

靡

不
昌

　

典

重
百

蹈
襲

不
v識
v使
、日
、臓

濁

不
昌清

新
百

、

　

砌

合

不
噂隔純

粹
剛

七

體
五
言

古

詩

　

十

九

首

　

曹

子

建

　

潘

岳

　

陸
機

　
顔

:
,延

年

　

謝

靈

蓮

七

言
古

　
'古

樂

府

　
李

自

　

杜

甫

五
言

律

　
'

、二
杜

甫

　

王

維

　

孟

浩

然

排

律

　

　

　

　

　

　

　

　
馳

　

　

　
　

丹
丘
詩

話
卷
上

七
戒楊

仲

弘

日
、詩

に
七
戒
有

り

、
日
、
差
錯

"貫

串
せ
す

、
日

、直

置

、宛

轉
な

ら

す

、日

侮妄

誕

、
切
實

、
な
ら
す

、
日
綺
靡

、典

重

な
ら
す

、
日

、蹈
襲

、使

を
識

ら
す

、
日
穢
濁

、
清

新
な

ら
す

、
日

、砌

合
、
純
粹

な
ら
す

。

七
體

五
言
古
詩

十
九
首

曹
子
建

潘
岳

陸
機

顏
延
年

謝
靈
蓮

七
…草
p

古
樂
府

李
白

杜
甫

五
言
律

杜
甫

王
維

孟
浩
然

排
律

喝
五



5722

日

本

詩

話

叢

書

　

杜
甫

七

言
律
詩

　

杜
甫
　

王
維

五
言
絶
句

　

李
白
　

王
維

七
言
絶

旬

　

李
自

李
順

　
　
　

王

昌
齢

陳

繹

曾

日
、十
九

貢

景
眞

情

眞
事

眞

意

眞
、

澄
"至
漬

發
室

精
嶋曹

子

健

劉

削
精

潔
、薗

然

沈

健

潘

岳

質

勝
於

文
咽陸

機
才

思
有
v餘
、顏

延

年

辭

氣

重

厚
、謝
靈

蓮
構

思
險

怪
.而

造

語
精

圓
.李

太

白

風
度

氣

魄
高

蹕
塵

表
誓

播
脚弄

造

化
翼

鬼̀

紳
旧競

奔
、變

化

極

妙
、杜

子

美

膿

製

格
式
自

成
`
一
家
叫王
摩

詰

意

思
從

=

ハ

杜
.甫

七
言
律
詩

杜
甫

王
維

李
傾

五
言
絶
句

李
白

王
維

七
言
繦
句

李
白

王
昌
齢

陳
繹
曾
日
、十
九
首
、景
眞
、情
眞
、事
眞
、意
眞
、至
清
を
澄
し
、至
緬
を

發
す
、曹
子
建
は
、劉
削
精
潔
に
し
て
、自
然
に
沈
建
、潘
岳
は
賀
、文
に

勝
つ
、陸
機
は
才
思
餘
有
り
、顏
延
年
は
辭
氣
重
厚
、謝
靈
蓮
は
構
思
險

陛
に
し
て
,造
語
精
圓
、李
太
白
は
風
度
氣
魄
。
高
く
塵
表
に
出
で
,善

く
造
化
を
播
弄
し
、
鬼
紳
ミ
競
奔
し
、變
化
極
妙
、
杜
乎
美
は
體
製
格

式
、自
ら

一
家
を
成
す
、
王
摩
詰
は
意
思
從
容
、
乃
古
意
有
り
、孟
浩
然
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容
、乃

有
轟古

意
嚇孟

浩

然

冲
淡

中

有
莊

逸

之

　

氣
季

碩

以
舌

意
嚇變
齊

梁

王

昌

齡
齊

梁

餘

　

風
。

　

余

謂

陳

氏

詩

譜
、歴
二擧

衆

家
叫鑒

裁

狸

雜
、不

　
v足
v取

焉
.今

猿

沙

軸汰

之
"標

出

七

體

十

三

家
一

　

矣
、初

學

賞
v模
二範

此

數

家
↓乃

無
旁

徑

邪

路

　

之

惑
一矣
、謂
乏

濟

南

緒

論
叫則

非
昌知
v吾

者
也

。

　
　

〔入
〕

八

養

氣

　
　

肅
　

壯
　

清
　

和
　

奇
　

麗

　

古

　
　

遠

　

陳

繹

曾

日
、朝

廷
、宗

廟

宜
レ肅
、山

河

軍

族

宜

　
γ壯
、山

林

紳

仙

宜
v清
、懽

娯

逋

達

宜
v和
、幽

險

　

豪

傑

宜
γ奇
.宮

苑

佳

麗

宜
v麗
、覽

古

捜

玄

宜

　
　
　
　

丹

丘
詩

詣

卷

上
.

ば
、冲
淡
の
中
に
壯
逸
の
氣
有
り
.李
績
は
古
意
を
以
て
齊
梁
を
變
す
、

王
昌
齢
は
齊
梁
の
餘
風
な
り
。

余
謂
ふ
陳
氏
の
詩
譜
、衆
家
を
歴
擧
す
、鑒
裁
猥
難
、
取
る
に
足
ら
す
、

今
蠱
く
之
を
沙
汰
し
、七
體
十
三
家
を
標
出
す
、
初
學
宜
く
此
の
數
家

を
模
範
す
べ
し
、乃
旁
徑
邪
路
の
惑
無
し
、
之
を
濟
南
の
緒
論
ε
謂
は

ば
、則
吾
を
知
る
者
に
非
る
な
り
o

八
養
氣

　

肅
〔
八

)
壯

清

」和

奇

麗

古

遠

陳
繹
曾
日
画朝
廷
廟
は
肅
に
宜
し
、山
河
軍
族
は
壯
に
宜
し
、山
林
神
仙

は
清
に
宜
し
、懽
娯
逋
達
は
和
に
宜
し
、
幽
險
豪
傑
は
奇
に
宜
し
、
宮

苑
桂
麗
は
麗
に
宜
し
、
覽
古
捜
玄
は
古
に

宜
し
、
登
臨
志
士
は
遠
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臓



5742
.

　
　
　
　

日

本

詩

話
、叢

書

　

v古
γ登

臨

志

士

宜
レ遽
」

八

妙

　

徐

昌

穀

日
、朦

朧

萌

折
、情

之

來

也
、在

洋

曼

　

衍
.情

之

沛

也
、連

翩

絡

屬
、情

之

一
也
、馳

軼

　

歩

驟
.氣

之

達

也
、簡

練

揣

摩
、思

之

約

也
、頡

　

頑

疊

貫
、之

齊

也
、混

沌

貞

粹
、質

之

檢

也
、明

　

雋

清

圓
、詞

之

藻

也
。

　

王

敬

美

日
、毎
昌
一
題

到
↓茫

然

思

丕
粕

屬
嚇幾

　

謂
v無
v措
、沈

思

久

之
、如
昌領

水

去
v窒
、亂

絲

拙

　

緒

,種

種

縱

横

盆

集
、卻

於
洗

時
要

v下
勢

裁

　

手

段
嚇寧

割
v愛

勿
レ貪
v多
、又

如
蕊數

萬

健

兒
.人

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑫

　

各

自

爲
昌
一
營
ハ非
ソ得
天

將

軍

方

饗

不
v能
昌整

　

頓

攝

服
、使
昌
一
軍

無
7譁
、若
晶爾

朱

榮

處
昌貼

葛

　

榮

百

萬

衆
嚇求
羈之

詩

家
門誰

當
γ爲
γ比
凶

恥
λ

宜
し
。

八
妙

唱

　
徐
昌
穀
日
、朦
朧
萌
折
は
、情
の
來
る
な
り
.
注
洋
曼
衍
は
心情
の
演
す

　
る
な
り
、
連
翩
絡
屡
は
情
の
一
な
る
な
り
、馳
軼
歩
騾
は
氣
の
逑
す
る

　
な
り
、簡
練
揣
摩
は
、思
の
約
な
る
な
り
、
韻

類
疊
貫
は
、韻
の
齊
ふ
な

　
り
,湿
沌
貞
粹
は
質
の
儉
す
る
な
り
、
明
雋
清
園
は
、
詞
の
藻
あ
る
な

,.'り
ρ

王
敬
美
日
、
ご
題
到
る
毎
に
、茫
然
-こ
し
て
思
、相
屡
せ
す
、
幾
ど
措
く

無
し
ε
謂
ふ
、沈
思
久
ふ
し
て
蝕
水
の
窒
を
去
り
、
亂
絲
の
緒
を
抽
く

が
如
し
、種
々
縱
横
盆
集
す
、
郤
て
此
の
時
に
於
て
剪
裁
の
手
段
を
下

す
を
要
す
、寧
ろ
愛
を
割
く
ざ
も
、
多
き
を
貪
る
勿
れ
、
叉
數
萬
の
健

兒
、人
各
、自
ら

一
營
を
爲
す
が
如
し
、
'大
將
軍
の
方
畧
を
得
る
に
非

ざ
れ
は
、整
頓
鑷
服
し
、
一
軍
譁
無
か
ら
し
む
る
能
は
す
、
爾
朱
榮
の
,

萬
榮
が
百
萬
衆
葱
處
貼
す
る
が
若
し
、
之
を
詩
家
に
求
む
る
に
、誰
か

當
に
比
を
爲
す
べ
き
。
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余
'謂

求
靼之

詩

家
晒則

曹

子

建
・李

太

白
∴土
元

　

美

足
v配
v之
・耳
。

　

　

〔九
)

九

品

　

嚴

儀

卿

日
、詩

有

九

品
百

高
、
日
古
、日

深
、日

　

違
、日

長
、日

雄

渾
、日
飄

逸
、日

悲

壯
、日

淒

婉
。

九

準

　

　

立

意

　

錬

句

　

琢

對

　

寫

景

　

寫

意

　

　

書

事

　

用

事

　

下

字

　

押

韻

　

楊

仲

弘

日
、立

意
、要
高

古

渾

厚

有
気

檗
↓忌
囀幅

　

卑

弱

淺

陋
"錬

句
、要
呂雄

偉

清

健
.有
昌金

石

聲
叫

　

琢

樹
、要
寧

拙

母
v巧
、寧

朴

母
ワ華
、忌
二俗

野
"寫

　

景

要
細

密

清

淡
叫忌
瞬庸

腐

雕

巧
蝋寫

意
、要
景

　

中

含
v意

意

中

帶
v景
、議

論

發

明
、運

思

清

淺
叫

　

　
　

　

野

丘
詩

話

卷

上

　
余
謂
ふ
に
之
を
詩
家
に
求
め
ば
、則
曹
子
建
・李
太
白
・王
元
美
、
之
に

　
配
す
る
に
足
る
の
み
。

　

　

〔九
)

九
品

　
嚴
儀
卿
日
、詩
に
九
品
有
り
,
日
高
、日
古
。
日
深
、日
遠
、日
長
、日
雄

　
渾
、日
飄
逸
、日
悲
壯
、日
凄
婉
o

九
準

立
意
　
錬
句
　
琢
封
　
寫
景

寫
意
　
書
事
　
用
事
　
下
字

押
韻

楊
仲
弘
日
、立
意
は
、
高
古
渾
厚
、氣
概
有
る
を
要
す
、卑
弱
淺
陋
を
忌

む
、錬
句
は
、雄
偉
清
健
、金
石
の
聲
有
る
を
要
す
、寧
、ろ
拙
な
る
も
巧

な
る
毋
く
、寧
ろ
朴
な
る
も
華
な
る
母
き
を
要
す
、俗
野
を
忌
む
、嶌
景

は
、細
密
清
淡
を
要
す
、庸
腐
雕
巧
を
忌
む
、竄
慧
は
、
景
中
に
意
を
含

み
、意
中
に
景
を
帶
び
、議
論
發
明
、蓮
思
清
淺
を
要
す
、書
事
は
、大
に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

哨
艶
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日

本

詩
話

叢

書

書

事

如
轟大

而

國

事
、小

而

家

事

心
.事
冖用

事

要
函

ゾ彼

證
ワ此
、不
v可
レ著
v迹
、雖
ふ

事
赤

當
二活

用
唱下

字
、要

精

墨

宜
酌

當
鋪

下老

杜

飛

星

過

v水

白
.落

月

動
v簷

虚
い錬
昌中

間

一
字
↓地

塀

江

帆

隱

天

晴

木

葉

聞

錬
朱

後

一
安

押

韻

要
樋

穩

健
嚇則

一
句

有
昌精

紳
納如
胃柱

礎

欲

}其

堅

牢
蝉

也
。

余

謂

楊

下

字

之

説
、此

古

來

字

眼

之

説

也
、

胡

元

瑞

駁
v之

日
、硯

之

有
v眼

硯

之

病
、詩

之

有
v眼

詩

之

病
、是

也
、然

省

未

也
、杜

公

飛

星

之

聯
、非
v用

意

過

動

二

字
嚇乃

錬
鷁白

虚

二
字
晒

地

塀

之

聯
、非
レ研
精

隱

聞

二
字
↓乃

錬
昌圻

晴

二

字
叫此

古

人

丞
読

破
處

、大

概

下

奇

字
一易
,

下
」夲

字
難

盛

唐

諸

家

於
v是

選

矣
、不
γ知

者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
O

し
て
國
事
.小
に
し
て
家
事
.心
事
の
如
く
、用
事
は
,
彼
に
因
て
此
を

證
す
る
を
要
す
、迹
を
著
く
可
か
ら
す
、小
事
な
り
マ)雖
も
、亦
當
に
活

用
す
べ
し
、下
字
は
精
思
を
要
す
、宜
く
的
當
す
べ
し
、
老
杜
が
「飛
星

水
を
過
ぎ
て
白
く
、
落
月
簷
を
動
か
し
て
虚
な
り
」
の
如
き
、
中
間
の

一
字
を
錬
る
、「地
拆
け
て
江
帆
隱
れ
、天
晴
れ
て
木
葉
聞
ゆ
」、末
後
の

一
字
を
錬
る
、押
韻
は
穩
健
を
要
す
、則

一
句
精
祕
有
り
、柱
礎
の
其
の

堅
牢
を
欲
す
る
が
如
き
な
り
o

余
謂
ふ
楊
が
下
字
の
諡
は
,
此
れ
古
來
字
眼
の
読
な
り
、胡
元
瑞
之
を

駁
し
て
日
、硯
の
眼
有
る
は
硯
の
病
、詩
の
眼
有
る
は
詩
の
病
ざ
、是
な

り
、然
れ
ど
も
爾
未
し
、杜
公
か
飛
星
の
聯
は
、意
を
過
動
の
二
字
に
用

ふ
る
に
非
す
、カ
.自
虚
の
二
字
を
錬
る
、
地
拆
の
聯
は
、精
を
隱
聞
の

二
字
に
研
く
に
非
す
,乃
、拆
晴
の
二
字
を
錬
る
、此
れ
古
人
未
だ
論
破

せ
ざ
る
處
、大
=概
奇
字
を
下
す
は
易
し
、夲
字
を
下
す
は
難
し
、盛
唐
諸

家
是
に
於
て
懸
れ
た
り
、知
ら
ざ
る
者
は
見
て
以
て
軍
易
澹
泊
ざ
爲
す
、
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見

以

爲
昌李

易

澹

泊
h知

者

以

爲
軸λ

珍

九

醍

微

矣

精

矣
。

十

病
〔十
〕

體
制
散
亂

非
蒔

失
地

音

率
律
亂

言
譏
心
刻

七

情

相

干

用
v事

差
読

字

俗

語
繁

無

情
無
圭

意

思

邪
僻

字

腐

語
碎

十

悟
　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

》

徐

廷

卿

日
或

約
v旨

以

植
義

或

宏
女

以

叙

レ心
、或

緩

發

如
「朱

弦
"或

急

張

如
二躍

枯
(或

始

　
迅

以

中

留
、或

既

優

而

後

促
、或

慷

慨

以

任

v壯
、或

悲

悽

以

引
v泣
、或

因
v拙

而

得
v工
、或

發

ン奇

而

似
v易
。

　
　
　
　

丹

丘
詩

話

卷

上

知
る
者
は
以
て
八
珍
九
醍
ε
爲
す
、微
な
る
か
な
精
な
る
か
な
α

+
病

十
悟

〔
十
〕

體
制
散
亂
す
　
七
情
柑
干
す

情
無
く
圭
無
し

失
ふ
　
事
を
用
ひ
て
論
を
差
ふ
　
意
思
邪
僻

る

時
に
非
す
地
を

晋
傘
に
し
て
律
亂

字
俗
に
し
て
語
繁
し
　
字
腐
り
語
碎
く
　
言
譏
り
心
刻
む

徐
廷
卿
日
、或
は
旨
を
約
し
て
、以
て
義
を
植
て
、或
は
文
を
宏
に
し
て

以
て
心
を
敍
し
、
或
は
緩
發
し
て
、朱
弦
の
如
く
、
或
は
急
張
し
て
躍

枯
の
如
く
、
或
は
始
め
迅
く
し
て
以
て
中
ご
ろ
留
り
、或
は
既
に
優
に

　
　
　
　

せよ

し
て
後
ち
に
促
り
、或
は
慷
慨
に
し
て
以
て
壯
に
任
じ
、
或
は
悲
螻
に

し
て
以
て
泣
を
引
き
、或
は
拙
に
因
て
工
を
得
、
或
は
奇
を
發
し
て
易

に
似
た
り
◎

一
二
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細

　

　
日

本

詩

話

叢

書

右

詩

法

十

條

、舉
二列

前

賢

之

言

↓聞

附
二鄙

意
叫亦

以
昌
一
偶
一示
撃}三

隅

一耳

、善

讀

者
.玩

索

有
レ獲

則

於
昌詩

道

一思

過

v孚

矣

.

丹

丘

詩

話

卷

上

畢

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ
ニ

右
詩
法
十
條
、
前
賢
の
冒
を
列
舉
し
、聞
ー
鄙
意
を
附
す
、亦

一
隅
を

以
て
三
隅
を
示
す
の
み
、善
く
讀
む
者
、玩
索
し

て
獲
る
有
ら
ば
、則

詩
道
に
於
て
思
ひ
牟
に
過
ぎ
ん
。
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丹

丘

詩

話

卷

中

　

　

詩

體

品

五

律

二

首

　

　

臨

洞

麌

　

　

　

　

　
孟

浩

然

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

壮

子

美

入

月

湖

水

李
、涵
v虚

混
噌贈太

清
蓋

　

劉

會

孟

日
、起

得

渾

渾

稱
v題
、○

譚

元

春

日
、

　

多

少

厚

○

劉

日
、入

月

補

題

不

星

○

余

按
、

　

李

字

最

妙
、涵
v虚

状
昌湖

之

清

曠
h混
昌太

清
↓與

v天

相

連

也
。

　

　

　

丹

丘
詩

話

巻

中

手
安

芥

煥

彦

章

著

關

元

常

子

恆

按

　

詩
體
品

五
律
二
首

　

洞
庭
に
臨
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孟
浩
然

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

杜
子
美

八
月
湖
水
李
な
り
、塵
を
涵
し
て
太
清
に
混
す
、孟

劉
會
孟
日
、起
し
得
て
渾
々
題
に
稱
ふ
、
○
譚
元
春
日
、多
か
の
厚
、○

劉
日
、八
月
、題
の
不
足
を
補
ふ
、○
余
按
す
る
に
、卒
の
字
最
砂
、處
を

涵
す
は
湖
の
清
曠
を
歌
す
、太
清
に
混
す
る
は
.天
ε
相
連
な
る
な
り
。

二
三
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臼

本

詩

謡
,叢

書

昔

聞

洞

庭

水
、今

上

岳

陽

褸
.杙

　

唐

仲

言

日
、言

洞

庭

之

水
、昔

嘗

聞
v之

矣
、今

　

登
昌岳

陽

樓
叫始

見
昌其

廣
δ

余

按
、二

起

句
、孟

　

爲
v優
、杜

野

起
、頗

覺
昌犖

易
『

」氣

蒸
嵩雲

薦
γ
澤
崩波

一獗
二岳

…陽

城
叫孟

　

劉

日
、蒸

撼

自

然
、不
昌是

下

字
叫而

氣

築

横

絶
、

　

朴

不
v可
v易
、○

余

按
、蒸
昌雲

夢

撼

岳

陽
n極
輔言

　

其

壯
呵

呉

楚

東

南

垪
ハ乾

坤

日

夜

淨
、杜

　

蒋

一
爨

日
、呉

楚

二
語

移

不
v去
、圻

與
v浮
、句

　

中

眼

也
.○

顧

震

日
、地

裂

開

日
v垢
.臭

與
v楚

　

相

接
、言

此

湖

在
昌呉

之

南

楚

之

東
叫極
㌦言

洞

　

庭

逕

亘

之

廣

一也
、水

經

注

湖

水

廣

圓

五

百

　

餘

里
、日

月

若
レ出
鐸波

于

其

中
嚇故

日

夜

之

間
、

コ
四

昔
聞
く
洞
庭
の
水
、今
上
る
岳
陽
樓
,れ

　
唐
仲
言
日
,言
ふ
は
洞
庭
の
水
、昔
曾
て
之
を
聞
け
り
、
今
、岳
陽
樓
に

　
登
て
、始
め
て
其
の
廣
き
を
見
る
、O
余
按
す
る
に
、
二
起
句
、孟
を
優

　
れ
り
ε
爲
す
、杜
か
對
起
頗
る
奉
易
を
覺
ふ
o

氣
は
霙
夢
澤
を
蒸
し
、波
は
岳
陽
城
を
撼
か
す
、
-耻

　
劉
日
、蒸
撼
自
然
、是
れ
下
字
に
あ
ら
す
、
而
し
て
氣
櫛
横
絶
、朴
に
し

　
て
易
ふ
可
か
ら
す
、○
余
按
す
る
に
、
嚢
夢
を
蒸
し
、
岳
陽
を
撼
か
す

　
は
、其
の
壯
を
極
言
す
。

呉
楚
東
南
に
拆
け
、乾
坤
日
夜
に
淨
ぶ
、杜

　
蒋

一
羹
日
、呉
楚
の
二
語
、
移
し
去
ら
す
,
拆
ε
淨
ξ
は
句
中
の
眼
な

　
り
、○
顧
震
日
、地
裂
け
開
く
を
堺
ざ
日
ふ
,
呉
ミ
楚
ざ
粗
接
す
、言
ふ

　
は
此
の
湖
は
呉
の
南
楚
の
東
に
在
り
、
洞
庭
連
亙
の
廣
き
を
極
言
す

　
る
な
り
、水
經
の
注
に
、湖
水
廣
圓
五
百
餘
里
、日
月
、
其
の
中
に
出
沒

　
す
る
が
若
し
、故
に
日
夜
の
間
、
時
ε
し
て
天
地
ミ
相
浮
盪
ヤ
ざ
る
は
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無
㍗時

不
中興
働天

地
鴇相

淨

盪
=乾

坤

似
事反

爲
昌其

所
v浸

者
占然
、○

余

按
、二
聯

眞

正

敵

手
、難
以

優

劣
州以
v余

言
v之
、杜

爲
炉優
、○

董

斯

張
白

、葉

敬

君

書

肆

説

鈴

日
、岳

陽

樓

詩
、若

無
奥

楚

東

南

折

圃
句
則

乾

坤

日

夜

淨
、疑
於

詠
潅

矣
、不
レ愈

孟

詩

氣

蒸

雲

夢

澤
↓波

撼

岳

陽

城
叫

得
卑洞

庭

眞

景
轟也
、按
、躑

善

長

水

經

注

云
、洞

庭

湖

廣

五

百

里
、日

月

若
v出
昌没

其

中
門少

陵

實

本
庇
呷意
州不
v讀

輛躑

生

書
納不
v知
社

句

之

妙

也
、或

疑
、洞

庭

楚

地
、何

得
昌以
v呉

系
ツ之
、按
、盛

弘

之

荊

州

記
、君

山

在
桐

庭

湖

中
嚇上

有
v道
、

　
　
　
　
　
　
カヒ

逋

奥

之

包

山
↓故

得
v名

耳
、陰

鏗

青

艸

湖

詩
、

穴

去
鎚茅

山
一近
、江

連
昌巫

峡
幅長
、呉

楚

東

南
、自

是

洞

庭

本

色
、確

不
v可
ソ易
q叉

王

子

年

拾

遺

　
　
　

丹

丘
詩

話

中
卷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ここ　
　　
　　
　　
　ロ

無
し
、乾
埠
反
て
其
れ
に
淺
さ
る
≧
者
の
似
く
然
り
、0
余
按
す
る
に
、

二
聯
は
眞
正
の
敵
手
、以
て
優
劣
し
難
し
、余
を
以
て
之
を
言
へ
ば
、杜

を
優
れ
り
5
爲
す
、○
董
斯
張
日
、
葉
敬
君
の
書
肆
説
鈴
に
日
、
岳
陽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や

樓
の
詩
,若
し
.「呉
楚
東
南
に
拆
く
」
の

一
句
無
け
れ
は
,則
「
乾
坤
日

夜
に
浮
ぶ
」
は
,海
を
詠
す
る
に
疑
あ
り
.
孟
が
詩
の
「氣
は
雲
夢
澤
を

蒸
し
、波
は
岳
陽
城
を
撼
か
す
」
の
、洞
庭
の
眞
景
を
得
た
る
に
如
か
ざ

る
な
り
ご
、
按
す
に
、躑
善
長
の
水
経
注
に
云
ふ
、
洞
庭
湖
廣
さ
五
百

里
、日
月
其
の
中
に
出
沒
す
る
が
如
し
ε
、少
陵
實
に
此
の
意
に
本
く
、

娜
生
が
書
を
讀
ま
ざ
れ
ば

句
の
妙
を
知
ら

ざ
る
な
り
、
或
は
疑
ふ
、

洞
庭
は
楚
地
な
り
,
何
ぞ
呉
を

以
て
之
に
系
く
る
を

得
ん
ε
、
按
す

る
に
、
盛
弘
之
の
荊
州
記
に
、君
山
は
洞
庭
湖
の
中
に
在
り
、
上
に
道

有
り
、呉
の
包
山
に
逋
す
故
に
名
を
得
る
の
み
、
陰
鏗
が
青
艸
湖
の
詩

に
、「穴
は
茅
山
を
去
て
近
く
、江
は
巫
陜
に
連
り
て
長
し
」
ご
、呉
楚
東

南
は
、自
ら
是
れ
洞
庭
の
本
色
、確
ε
し
て
易
ふ
可
か
ら
す
、又
王
子
年

の
拾
潰
記
に
云
ふ
、
洞
庭
山
、水
上
に
淨
ぶ
、楚
の
懐
王
の
時
、秀
才
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
五
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㌧臼.
.・
.汨
本

詩

話
叢

書

　

記

云
、洞

庭

山

浮

於̀

水

上
「楚

懐

王

時
、擧

秀

　

才
一賦
一詩

於

水

淵
叫故

云
、瀟

湘

洞

庭

之

樂
、
一

　

浮

字
、少

陵

亦

不
青

泛

用
幡如
v此
.

欲
v濟

無
舟

糧
{端

居

恥
聖

明
藍

　

劉

日
、端

居
、戚

興

深

厚
、○

唐

仲

言

日
、欲
v濟

　

而

無
二舟

構
貼以

興
欲

v仕

而

無
"其

才
寔

以

端

　

居

而

傀
此

明

時
勵也
。

　

余

按
、三

聯

因

所

臨

齢而

興
v戚
、言

懷
v才

不
v售
、

　

如
昌濟
v川

無
舟

楫
(而

有
v負

聖

君
一也
、唐

解

甚

　

謬
.○

鍾

伯

敬

日
、
二

語

有
二用

世

之

思
『

親

朋

無
=

字
納老

病

有
二孤

舟

社

　

唐

口
、親

朋

無
二

字

相

問
雁

孤

舟

.爲
v家

也
、

　

○

蒋

云
、有

孤

舟
叫言
レ無
v家

也
、○

顧

日
親

朋

　

既

無
胚字
、而

老

病

中

爾

頼

有
孤

舟
苛

嵩以

浮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

擧
け
詩
を
水
淵
に
賦
せ
し
む
,故
に
云
ふ
、瀟
湘
洞
庭
の
樂
ミ
、
一
の
淨

の
字
.
少
陵
亦
肯
て
泛
用
せ
ざ
る
こ
ミ
此
の
如
し
。

濟
ら
ん
ざ
欲
し
て
舟
樹
無
し
、端
居
聖
明
に
耻
づ
、盂

　
劉
日
、端
居
は
、感
興
深
厚
、
○
唐
仲
言
日
、
濟
ら
ん
ご
欲
す
る
も
而
も

　
舟
楫
無
し
、以
て
仕

へ
ん
ε
欲
す
る
も
而
も
其
の
才
無
き
を
興
す
、
是

　
を
以
て
端
居
し
て
此
の
明
時
に
愧
つ
る
な
り
。

　
余
按
す
る
に
、三
聯
、所
臨
に
因
て
感
を
興
す
、言
ふ
は
才
を
懷
い
て
售

　
れ
す
、川
を
濟
る
に
舟
楫
無
き
が
如
し
、
而
し
て
聖
君
に
員
く
有
る
な

　
り
、唐
か
解
甚
だ
謬
れ
り
、○
鍾
伯
敬
日
、二
語
用
世
の
思
有
り
Q

親
朋
一
字
無
く
,
老
病
孤
舟
有
り
,杜

　

唐
日
、親
朋

一
字
の
相
問
ふ
無
く
、
惟
二孤
舟
を
家
ご
爲
す
な
り
、○
蒋

　

云
ふ
、孤
舟
有
る
は
、家
無
き
を
言
ふ
な
り
、
○
顧
日
,親
朋
既
に
字
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さいはひ

　

し
、而
し
て
老
病
中
に
術
ほ
頼
に
孤
舟
有
り
、以
て
浮
泛
登
眺
す
可
し
,
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泛

登

眺
噛差

足
藁自

慰
嚇余

按
、三

聯

巧

力

相

等
、

　

孟

趣

勝
v法
、杜

法

勝
v趣
、孟

爲
隔優

然
『

坐

觀

垂

v釣

者
ハ徒

有
昌羨
v魚

情
"孟

　

劉

日
、末

語
、言

有
v盡

而

意

無
v廃
、○

唐

日
、見
昌
,

　

釣

者

之

得
ワ魚
、不
v無
欣

慕

意
↓然

結
v網

未
ゾ遑
、

　

則

亦

徒

然

興
v羨

耳
、○

鍾

云
、孟

詩
、人

知
昌其

　

雄

大
凸不
v知
轟其

温

厚
『

戎

馬

關

山

北
、憑
v軒

涕

泗

流
、杜

　

唐

日
、吐

蕃

内

侵
、戎

馬

在
v北
、故

憑
v軒

之

際
、

　

傷
v己

哀
v時
、不
v覺

一涕

泗

流
δ

余

按
、二

結

各

　

擅
昌其

美
弓杜

憂

戚

宏

放
、孟

涵

蓄

深

滾
、杜

氣

　

勝
v韻
、孟

韻

勝
"氣
、要
v之
杜

爲
輔優

然
δ

方

萬

　

里

日
、予

登

岳

陽

樓
「左

序

毬

門

壁

間

大
書

　

孟

詩
門右

書
…社

詩
叫後

人

不
昌敢

復

題
一也
、劉

長

　
　
　
　
　
丹

丘

詩

話

中

譽

差
・丶
自
ら
慰
す
る
に
足
る
、
○
余
按
す
る
に
、
三
聯
巧
力
柑
等
し
、孟

は
、趣
、法
に
勝
つ
、孟
を
優
然
ご
爲
す
。

坐
し
て
釣
を
垂
る
濱
者
を
觀
る
、徒
に
魚
を
羨
む
情
あ
り
,・血

　
劉
日
、末
語
、言
盡
る
有
り
て
、意
窮
り
無
し
、○
唐
日
、
釣
者
の
魚
を
得

　
る
を
見
て
,欣
慕
の
意
無
き
に
あ
ら
す
、
然
れ
ど
も
網
を
結
ぶ
未
だ
遑

　
あ
ら
す
、則
亦
徒
然
羨
を
興
す
の
み
、○
鍾
云
、
孟
が
詩

、入
、
其
の
雄

　
大
な
る
を
知
り
て
、其
の
温
厚
な
る
を
知
ら
す
o

戎
馬
關
山
の
北
、軒
に
憑
り
て
涕
泗
流
る
、杜

　
唐
日
、吐
蕃
内
侵
し
、戎
馬
北
に
在
り
、
故
に
軒
に
憑
る
の
際
、己
を
傷

　
み
時
を
哀
み
、涕
泗
の
流
る
ゝ
を
覺
え
す
、○
余
按
す
る
に
、
二
結
各

、

　
其
の
美
を
檀
に
す
、杜
は
憂
感
宏
放
、
孟
は
涵
蓄
深
遠
、杜
は
氣
、韻
に

　
勝
つ
、孟
は
韻
、氣
に
勝
つ
、之
を
要
す
る
に
、杜
を
優
然

ε
爲
す
、○
方

　
萬
里
日
、予
、岳
陽
樓
に
登
る
に
、左
序
毬
門
の
壁
闘
に
孟
の
詩
を
大
書

　
し
、右
に
杜
の
詩
を
書
す
,後
入
人
敢
て
復
た
題
せ
ざ
る
な
り
。劉
長
卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
七
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日

本

詩

話

叢

書

　

卿

云
、疊

浪

浮
元

氣
門中

流

沒

"大

陽
凸世

不

甚̀

　

傳
嚇其

餘

可
v知

矣
。

七

言

律

四

首

　
　

早
昌朝

大

明

宮
"
　

　

王

維

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岑

參

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賈

至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杜

甫

絳

嘖

難

人

報
昌曉

籌
晒爾

衣

方

進

翠

雲

裘
、王

　

唐

日
、言

天

子

將
昌早

朝
納故

未
v旦

而

難

人

傳
昌

　

漏

箭
一術

衣

灘
恥御

服
一也
、○

余

按
、五

更

春

氣

　

徇

寒
、故

遒
v裘

禦
v寒

也
。

難

鳴

紫

陌

曙

光

寒
、鶯

囀

皇

州

春

色

闌
、岑

　

唐

日
、言

趨
v朝

而

難

始

唱
、故

曙

光

獪

寒
、既

　

而

髑
　鶯

聲
h測

知

輌春

色

將
Ψ暮

矣
。

　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ご
八

云
ふ
、
「
疊
浪
元
氣
を
俘
べ
、
中
流
大
陽
を
沒
す
」
ご
、世
に
甚
だ
傳

へ

す
、其
の
餘
知
る
可
し

七
言
律
四
首

　

早
に
大
明
宮
に
朝
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
王
維

　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

岑
參

　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

賈
至

　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

杜
甫

絳
嶂
の
難
人
暁
簿
を
報
す
、倚
衣
方
に
進
む
翠
雲
裘
、
王

　
唐
日
,言
ふ
は
天
子
將
に
早
朝
せ
ん
ご
す
、
故
に
未
だ
旦
な
ら
す
し
て

　
…錐
人
漏
箭
を
傳

へ
、徇
衣
御
服
を
進
む
る
な
り
、○
余
按
す
る
に
、五
更

　
春
氣
倚
ほ
寒
し
、故
に
裘
を
進
め
寒
を
禦
ぐ
な
り
。

鷄
鳴
て
紫
陌
曙
光
寒
く
,鶯
囀
じ
て
皇
州
春
色
閲
な
り
、拳

　
庚
日
「
言
ふ
は
朝
に
趨
き
而
し
て
鷄
始
め
て
唱
ふ
、
放
に
曙
光
獪
ほ
寒

　
し
、
既
に
し
て
鶯
聲
を
聞
き
、
則
春
色
將
に
暮
れ
ん
ε
す
る
を
知
れ

　
わ
b
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銀

燭

朝
夫

紫

階

長
、禁

城

春

色

曉

蒼

蒼
質

　

唐

日
、言

秉
v燭

趨
朝

、而

御

道

更

遽
、禁

城

春

　

色

昧

晦

未
v辨

也
。

五

栂

漏

聲

催
鴨曉

箭
叫九

重

春

色

醉
昌仙

桃
証

　

顧

日
.昧

爽

之

初
、天

子

視
v朝
、而

禁

内

春

色

　

爛

燥
、其

桃

盛

開
、若
v含
v醉

也
。

　

黄

維

章

日
、早

朝

詩
、合
着

賈

王

岑

詩
叫方
.知
昌

　

老

杜

作

法

之

高
、匠

心

之

苦
叫題

是

早

朝
、賈

　

王

岑

倶

實
読

早

字
叫杜

日
、五

夜

漏

聲

催
曉

　

箭
晒從
v夜

言
v早
、先
=

歩
読

、催

字

尤

寫
出

臣

　

子

夜

坐

待
〆旦

心

事
茨

句
、賈

岑

倶

板

嗔̀

春

　

色
晒杜

日
、九

重

春

色

醉
昌仙

桃
嚇謂
鱒日

將
v升

而

　

東

方

紅

氣

現

也
、摸
昌寫

色

中

之

況
叫深
輪
↓
層
隔

　

説
。

　
　
　
　

丹

髭

詩

餅

中
廏

銀
燭
天
に
朝
し
て
紫
陌
長
し
、禁
城
の
春
色
曉
蒼
々
,賢

　
唐
日
、
言
ふ
は
燭
を
秉
り
朝
に
趨
く
、
而
し
て
御
道
更
に
遠
し
.禁
城

　
の
春
色
、昧
晦
に
し
て
未
だ
辨
ぜ
ざ
る
な
り
。

五
夜
の
漏
聲
曉
箭
を
催
し
、九
重
の
春
色
仙
桃
に
醉
ふ
歓

　
顧
日
、昧
爽
の
初
め
、天
子
、朝
を
覗
、而
し
て
禁
内
憙
色

爛
慢
、其
の
桃

　
盛
に
開
き
、醉
を
含
む
が
若
き
な
り
。

　
黄
維
章
日
、早
朝
の
詩
、賈
・王
・岑
の
詩
を
合
せ
看
て
、
方
に
老
杜
か
作

　
法
の
高
く
、匠
心
の
苦
を
知
る
、題
は
是
れ
早
朝
、賈
王
岑
倶
に
早
字
を

　
實
諡
す
、杜
は
日
ふ
、「五
夜
の
漏
聲
曉
箭
を
催
す
』
こ
、
夜
よ
り
早
を
言

　
ふ
、
一
歩
を
先
ん
じ
て
設
く
、催
の
字
、尤
、臣
子
夜
坐
、
旦
を
待
つ
の
心

　
事
を
寫
し
出
だ
す
、次
句
、賈
岑
倶
に
春
色
を
板
填
す
、
杜
は
日
ふ
、「
九

　
重
の
春
色
仙
桃
に
醉
ふ
」
ε
、
日
將
に
升
ら
ん
こ
し
て
。
東
方
の
紅
氣
現

　
は
る
を
謂
ふ
な
り
、色
中
の
況
を
摸
寫
す
、
一
暦
を
深
く
し
て
設
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
海
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窟
悉

詩

話

叢

書
」

　

余

按
、四

起

各

専
其

美
(以
v余

論
v之
、王

韻

度

　

深

厚
、爲
昌第

一
「岑

甥

起

富

麗
.爲
昌第

二
納賈

氣

　

象

高

華

爲
二第

一三
杜

絡

調

雄

渾
、爲
昌第

釁

九

天

閭

闔

開
宮

殿
一萬

國

衣

冠

拜
薨

旒
宝

・

　

唐

日
、宮

門

開
、群

臣

入
、拜

舞

之

禮

正

畢

也
。

金

闕

曉

鐘

開
二萬

戸
↓玉

階

仙

仗

擁
午

官
↓岑

　

唐

日
、鐘

鳴

而

宮

門

闢
、仗

出

而

朝

班

齊

也
、

千

條

弱

柳

垂
「青

鑽
晒百

囀

流

鶯

遶
娃

章
質

　

唐

日
、及
v至
v宮

天

始

明
、則

柳

垂

鶯

囀
、燦

然

　

可
觀

.

旌

旗

日

暖

龍

蛇

動

宮

殿

風

微

燕

雀

高
、

　

顧

震

日
、旌

旗

所
ノ盡

龍

蛇
、當

春̀

暖
叫旌

旗

飛

　

而

龍

蛇

亦

若
起

v蟄

者
(殿

屋

最

高
、風

稍

壯
、

　

則

燕

雀

不
レ免
v搶
v地

矣
、因
嵐

微
"得
昌高

飛

至
`

噂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
〇

余
按
す
る
に
、四
起
各
ζ
其
の
美
を
專
に
す
、余
を

以
て

之
を
論
す
れ

ば
、王
か
韻
度
深
厚
、第

一
ざ
爲
す
、岑
か
對
起
富
麗
、第

二
・こ
爲
す
、賈

か
氣
象
高
華
,第
三
ご
爲
す
、杜
か
格
調
雄
渾
、第
四
ε
爲
す
Q

九
天
の
闖
闔
宮
殿
を
開
き
、萬
國
の
衣
冠
筅
銃
を
拜
す
、・エ

　
唐
日
,宮
門
開
け
、群
臣
入
り
、拜
舞
の
禮
正
に
畢
る
な
り
。

金
闕
の
曉
鐘
萬
戸
を
開
き
、
玉
階
の
仙
杖
千
官
を
擁
す
,拳

　
唐
日
、鐘
鳴
り
て
宮
門
闢
け
、仗
出
で
・・朝
班
齊
ふ
な
り
。

千
條
の
弱
柳
青
鎖
に
垂
れ
、
百
囀
の
流
鶯
建
章
を
遶
る
、黄

　
唐
日
、宮
に
至
る
に
及
で
天
始
め
て
明
く
、則
柳
垂
れ
鶯
囀
す
、燦
然
ご

　
し
て
觀
る
可
し
。

旌
旗
日
暖
に
し
て
龍
蛇
動
き
、宮
殿
風
微
に
し
燕
雀
高
し
。

　
顧
震
日
、旌
旗
に
盡
く
所
の
龍
蛇
、春
暖
に
當
て
、旌
旗
飛
で
龍
蛇
も
亦

　
蟄
よ
り
起
く
る
者
の
若
し
、殿
屋
最
高
く
、風
稍
・
壯
な
れ
ば
、則
燕
雀

　
地
を
搶
く
を
免
れ
す
.風
の
微
な
る
に
因
て
、寓
飛
し
て
殿
屋
に
至
る
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殿

屋

也
。

　

黄

日

初

聯

倶

拈
昌大

明

宮
↓王

岑

倶

實

読

宮

　

中
衽

日
.宮

殿

風

徹

燕

雀

高
、以
営

外

景

物
"

　

獲
二

歩
読

、賈

句

亦

屬

宮

「外

景

物
叫然

語

眞

　

而

味

有
v盡
、不
〆如
二微

高

二

字

之

曲

折
刈

　

余

按
、初

聯

王

岑

雄

渾

富

麗
、爭

勝

毫

釐
囲
以

　
v余

言
v之
、王

氣

韻

勝
v岑

一
等
、故

王

爲
二第

弐

　

岑

爲
隔第

二
賣

説

景

富

麗
、爲
鎗

一三
杜

骨

力

　

雄

健
、爲
昌第

四
刈

日

色

纔

臨
二仙

掌
動

、香

煙

欲
卞傍
衰

龍
一淨
占王

　

唐

日
、拜

舞

之

禮

畢
、而

始

見
昌日

出

香

浮

也
、

　

○

余

按
、纔

欲

二
字
、摸

寫

極

鈔
、臨

傍

動

淨
、

　

鍛

鎌

無
v痕
。

花

迎
劒

佩
星

初

落
、柳

沸
」旌

旗
一露

未
v乾
》岑

　
　
　
　
　
丹

丘

詩
話

中

卷

を
得
る
な
り
。

黄
日
初
聯
倶
に
大
明
宮
を
拈
す
、王
岑
倶
に
宮
中
を
實
諡
す
、
杜
は
日

ふ
、
「宮
殿
風
微
に
し
て
燕
雀
高
し
」
さ
宮
外
の
景
物
を
以
て
、
一
歩

を
擴
め
て
諡
く
、賈
か
句
も
亦
宮
外
の
景
物
に
屬
す
、
然
れ
ε
も
語
眞

に
し
て
味
騫
る
有
り
、微
高
二
字
の
曲
折
な
る
に
如
か
す
Q

余
按
す
る
に
、初
聯
王
岑
は
雄
渾
富
麗
,勝
を
毫
鶩
に
爭
ふ
、余
を
以
て

之
を
言
へ
ば
、王
が
氣
韻
岑
に
勝
る
こ
ご

一
等
、
故
に
王
を
第

一
ご
爲

し
,岑
を
第
二
董
爲
す
、
賈
か
論
景
富
麗
、第
三
噌こ
爲
す
、杜
か
骨
力
雄

健
、
第
四
ざ
爲
す
。

日
色
纔
に
仙
掌
に
臨
ん
で
動
き
、香
煙
袞
龍
に
傍
ふ
て
淨
ば
ん
、し
欲
す
。
、

　
唐
日
、拜
舞
の
禮
畢
り
、而
し
て
始
め
て
日
出
で
香
浮
ぶ
を
見
る
な
り
、

　
○
余
按
す
る
に
、纔
欲
の
二
字
、摸
寫
極
め
て
砂
、臨
・傍
・動
・淨
、鍛
錬

痕
無
し
。

花
は
劒
佩
を
迎
へ
て
星
初
め
て
落
ち
、柳
は
旌
旗
を
拂
ふ
て
露
未
だ
乾
か

す
、拳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㍉}三
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日

本

詩

話

叢

養

　

唐

日
、花

柳

芬

菲
、星

沈

露

滴
、早

朝

之

景

麗

　

矣
、○

余

按
、迎

拂

落

乾
、工

致

自

然
。

劒

珮

聲

隨

"玉

堤

歩
表

冠

身

惹
噸御

爐

香
域

　

唐

日
、百

僚

就
v列
、劒

珮

趨

鏘
、御

爐

香

浮
、衣

　

冠

芬

馥

也
、○

余

按
、隨

惹

二
字
、鍛

錬

出

來
。

朝

罷

香

煙

攜

滿
v袖
,詩

成

珠

玉

任
v揮
v毫
、杜

　

邵

夢

弼

日
、香

煙

滿
v福
、郎

賈

詩

衣

冠

身

惹
昌

　

御

爐

香
"者
、謂
γ居
二近

侍
一也
、揮
v毫

珠

玉
、才

敏

　

而

詩

工

也
、黄

日
、聯

内

同

拈
晟朝

意
一賈

則

劒

　

珮

聲

隨
昌玉

堤

歩
↓王

則

萬

國

衣

冠

拜

屍̀

旒
↓

　

岑

則

玉

階

仙

仗

擁
午

宜

倶

實
一寫

朝

字
納杜

　

但

以
「朝

罷

二

字
一點

綴
、人

詳

我

畧
、至
艮於

同

　

用

爐

煙

香

氣
ハ費

王

倶

説
二殿

内

煙

況
社

日
、

　

朝

罷

香

煙

攜

滿
レ袖
從

v出
レ殿

退
　
一
歩
一説
、衣

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

三
ご

　
唐
臼
、花
柳
券
罪
、
星
沈
み
露
滴
る
、早
朝
の
景
麗
は
し
、○
余
按
す
る

　
に
、迎
・狒
・落
・乾
、工
致
自
然
な
り
◎

劍
珮
の
聲
は
玉
塀
の
歩
に
隨
ひ
、衣
冠
の
身
は
御
爐
の
香
を
惹
く
、賈

　
唐
日
、百
僚
列
に
就
き
、劒
珮
趨
鏘
、御
爐
香
淨
ぶ
,衣
冠
の
芬
馥
な
り
、

　
○
余
按
す
る
に
、隨
惹
の
二
字
、鍛
錬
し
出
し
來
る
。

朝
罷
て
香
煙
.攜

へ
て
袖
に
滿
ち
、詩
成
つ
て
珠
玉
毫
を
揮
ふ
に
在
り
、m

　
卻
夢
偲
日
、香
煙
袖
に
滿
つ
、卸
.賈
か
詩
に
衣
冠
の
身
、
御
爐
の
香
を

惹
く
者
に
し
て
、近
侍
に
居
る
を
謂
ふ
な
り
、毫
か
揮
ふ
琉
玉
は
ジ

敏

　
に
し
て
詩
工
な
り
,黄
日
、聯
内
同
く
朝
意
を
拈
す
、賈
は
則
劒
珮
の
聲

　
は
玉
塀
の
歩
に
隨
ふ
L
、
王
は
則
萬
國
の
衣
冠
冕
旒
を
拜
す
、L
岑
は
則

　
ち
「
玉
階
の
仙
仗
千
官
を
擁
す
、」
倶
に
朝
の
字
を
實
寫
す
、
杜
は
但
監

　
朝
罷
の
二
字
を
以
て
點
綴
す
、
入
は
詳
,
我
は
略
、同
く
爐
煙
杳
氣
を

　
用
ふ
る
に
至
る
、賈
王
倶
に
殿
内
の
煙
況
を
設
く
、杜
日
、朝
し
罷
ん
で

　
香
煙
擺
…へ
て
袖
に
滿
つ
』
、殿
を
出
つ
る
よ
り

一
番
を
退
き
て
論
く
、衣
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　～
　

冠

衰

龍

不
v如
満

穂

之

奇
↓爲
惹

爲
v浮
、不
"如
二

　

攜

歸

之

奇

也
。

　

余

按
、次

聯

王

岑

高

華

精

緻
、斤

雨

相

同
、王

　

韻

度

勝
v岑
、故

王

爲
昌第

二
岑

爲

第̀

二
賣

富

　

麗

巧

密

爲
鴨第

三
曲杜

氣

骨

蒼

老

爲
鵲第

四
刈

朝

罷

須
レ裁
昌五

色

詔
凸珮

聲

婦

向

鳳

池

頭
唱王

　

唐

日
、朝

將
v罷

矣
,含

人

掌
昌絲

綸
『故

美
慣其

退
`

　

居

中

書
ハ以

艸
汐詔

也
。

獨

有

鳳

皇

池

上

客
晒陽

春

一
曲

和

皆

難
、岑

　

唐

日
、能

賦
朝

景
一者
、其

惟

鳳

池

之

舎

人

乎
、

　

舍

人

之

詩
、眞

陽

春

寡
v和

者

也
。
・

共

沐
昌恩

波
一鳳

池

上
、朝

朝

染
v翰

侍
嵩君

王
賣

　

唐

日
、我

與
二諸

憂

沐
恵

波

於

鳳

池
深

矣
、可

　

v不
卞夙

夜

競

競
、奉
一文

墨

以

侍
'天

子
上乎
。

　
　
　
　
　
丹

丘
詩

話

中
眷

　
冠
袞
認
は
満
袖
の
奇
に
如
か
す
、惹
ε
爲
し
淨
ε
爲
す
、攘
歸
の
奇
に

　
.如
か
ら
ざ
る
な
り
o

　
余
按
す
る
に
、次
聯
王
岑
は
高
華
精
緻
、斤
柄
相
同
し
、
王
は
韻
度
、岑

　
に
勝
る
、故
に
王
を
第

一
ε
爲
し
,
岑
を
第
二

ご
爲
す
、賈
は
寓
麗
,巧

　
密
恥第
三
ε
爲
す
、杜
は
氣
骨
蒼
老
、第
四
ε
爲
す
。

朝
し
罷
ん
で
須
ら
く
五
色
の
詔
を
裁
す
べ
し
、珮
聲
歸
り
て
鳳
池
の
頭
に

向
ふ
、比

　
唐
日
,朝
將
に
罷
め
ん
ξ
す
、舍
人
絲
綸
を
掌
る
、故
に
其
の
中
書
に
退

　
居
し
て
、以
て
詔
を
艸
す
る
を
美
む
る
な
り
◎

獨
、鳳
皇
池
上
の
客
の
み
有
り
て
。陽
春
の

一
曲
和
す
る
皆
難
し
、岑

　
唐
日
、能
く
朝
景
を
賦
す
る
者
は
、其
れ
惟
鳳
池
の
舍
人
か
、舍
人
の
詩

.は
眞
に
陽
春
和
す
る
者
寡
き
な
り
。

共
に
恩
波
に
沐
す
鳳
池
の
上
、朝
々
翰
を
染
め
て
君
王
に
侍
す
、賃

　

唐
日
。我
れ
諸
公
ε
恩
波
に
鳳
池
に
沐
す
る
こ
ε
深
し
、
夙
夜
兢
々
ミ

　

し
て
文
墨
を
奉
し
以
て
天
子
に
侍
せ
ざ
る
可
け
ん
や
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
三
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、

日

本

詩

話

叢

書

欲
v知
世

掌
、絲

綸

美
滬

⊥

子
v今

有

鳳

毛
雀

　

顧

日
、因
賈

詩

有
鳳

池

二
字
邃

云
、池

上

于

　
v今

有
嵩鳳

毛
州蓋

世

掌
二絲

綸
ハ惟

賈

氏

爲
v然
。

　

黄

日
、結

句

同
用
鶸鳳

池

故

事
叫賈

王

岑
、倶

係

"

　

實

用

全

用
叫杜

日
、池

上

于
v今

有
鳳

毛
嚇以
昌鳳

　

池
"入
昌超

宗

之

鳳

毛
叫折

用

翻

用
無
}復

用
v事

　

之

跡
ハ同

用

肩

勲

同

用

旌

旗
嚇奇

季

淺

深
、剄

　

然

相

隔

矣
、○

余

按
.四

結

倶

妙
、王

以
珮

聲

　

黠

綴

朝

歸
嚇餘

情

不

盡
、故

王

爲

第̀

一
(賈

結

　

趣

典

重
、僞
}第

二
"岑

結

韻

蘊

藉

爲
藁第

三
唱杜

　

用
v事

無
レ痕
、爲
昌第

四
『

　

顧

華

玉

日
、右

丞

早

朝
、眞

與

老

杜
韻

頏
、後

　

岑

參

及
v之
、他

皆

不
v及
、蓋

氣

象

閖

大
、昔

律

　

雄

渾
、句

法

典

重
、用

字

新

清
無

v所
呂不
v備

故

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　

三
四

世
掌
絲
綸
の
美
を
知
ら
ん
・こ
欲
せ
は
、池
上
今
に
鳳
毛
有
り
,数

顧
日
、賈
か
詩
鳳
池
の
二
字
有
る
に
因
つ
て
、
遽
に
云
ふ

「池
上
今
に

鳳
毛
有
り
」
ご
、葢
、世
、絲
綸
を
掌
る
、惟
、
質
民
を
然
り
豊
爲
す
。

黄
日
、結
句
同
く
鳳
池
の
故
事
を
用
ふ
、賈
王
岑
、倶
に
實
用
全
用
に
係

る
、杜
日
,
「
池
上
今
に
鳳
毛
有
り
ξ
、鳳
池
を
以
て
超
宗
の
鳳
毛
に
入

り
、折
用
翻
用
、復
た
事
を
用
ふ
る
の
跡
無
し
、
同
く
日
動
を
用
ひ
、同

く
旌
旗
を
用
ひ
、奇
夲
淺
深
、剃
然
相
隔
た
る
,
○
余
按
す
る
に
、四
結

倶
に
妙
、王
は
珮
聲
を
以
て
朝
歸
を
點
綴
し
て
、餘
情
不
盡
、故
に
王
を

第

一
ご
爲
す
、買
は
結
趣
典
重
、
第
二
ε
爲
す
、
岑
は
結
韻
蘊
藉
第
三

マ」爲
す
、杜
は
事
を
用
ふ
る
に
痕
な
し
第
四
ε
爲
す
。

顧
華
玉
日
、右
丞
が
早
朝
、眞
に
老
杜
ε
頡
頑
す
、後
、岑
參
之
に
及
ふ
、

他
皆
及
は
す
、葢
、氣
象
悶
大
、
昔
律
雄
渾
、句
法
典
重
、用
字
新
清
、備

ら
ざ
る
所
無
き
が
故
な
り
、
或
ひ
ミ
は
獪
沫
だ
美
を
全
づ
せ
す
ε
す
、
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也
、或

獪

未
v全
レ美
、以
卞用
表

服

字
一太

多
=耳
。

田

子

藝

日
、諸

公

唱

和
、岑

詩

當
v爲
v首
、惜

寒

闌

乾

難

四

宇

不
v佳

耳
。

顧

華

玉

日
、賈

詩

只

是

好

結
、音

律

雄

渾
、中

聯

麥

差
、不
レ及
一主

岑
一遠

甚
。

黄

維

章

日
、賈

王

岑

三

首
、意

輿
v句

皆

順

流

而

下
、雖
"三

首

皆

佳
耒

v魚
雷

同

惟

杜

變

幻

之

極
、苦

心

妙

法
、不
v得

草

草

看

過
叨

唐

仲

言

日
、岑

王

矯

矯

不
二相

下
叫含

人

則

雁

行
、少

陵

當

遑

含
葢

尺

有
v所
v短
、寸

有
v所
v長
、

不
v當
下以
昌
一
詩
議

巾優

劣
亠也
、施

愚

山

日
、早

朝

詩
.惟

杜

甫

無
v法
、既

題
鎚早

朝
門則

難

鳴

曉

鐘

衣

冠

閭

闔
、律

法

如
v是

矣
、王

維

歉
v于
昌岑
參
一

者
、岑

解

以
花

迎

柳

拂

陽

春

一
曲
納補
髭舎

人

　

　

丹

丘

詩

話

中
卷

衣
服
の
字
を
用
ふ
る
こ
ご
太
だ
多
き
を
以
て
の
み
。
一

田
子
藝
日
、諸
公
の
唱
和
,
岑
か
詩
、當
に
首
ε
爲
す
べ
し
、惜
む
ら
く

は
闌
・寒
・乾
・難
の
四
字
佳
な
ら
ざ
る
の
み
。

L顧
華
玉
日
、賈
か
詩
只
是
好
結
、昔
律
雄
渾
、
中
聯
蔘
差
、王
岑
に
及
ば

ざ
る
逋
き
こ
ミ
甚
し
。

黄
維
章
日
、賈
王
岑
の
三
首
、意
ε
句
ε
皆
順
流
し
て
下
る
、三
首
皆
佳

な
り
ε
雖
、未
だ
雷
同
を
免
れ
す
、惟
、
杜
,變
幻
之
極
、苦
心
の
妙
法
、

草
々
看
過
す
る
を
得
す
。

唐
仲
言
日
、岑
王
は
矯
々
相
下
ら
す
,舍
人
は
則
雁
行
す
、少
陵
は
當
に

退
舍
す
べ
し
、葢
し
、尺
も
短
き
所
有
り
、寸
も
長
き
所
有
り
、
當
に

一

詩
を
以
て
優
劣
を
議
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

施
愚
山
日
、早
朝
の
詩
、惟
,杜
甫
法
無
し
、既
に
早
朝
を
題
噛こ
す
れ
は
、

則
難
鳴
曉
鐘
、衣
冠
閭
闔
律
法
是
の
如
し
,
王
維
は
岑
參
よ
り
歉
な
る

は
、
岑
は
解
く
花
迎

柳
拂
陽
春

一
曲
を
以
て
、
舍
人
の
原
唱
春
色
の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

三
五
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甘
本

詩

話

叢

書

　

原

唱

春

色

二

安

則

王

稍

減

耳
、杜

帥

不
v然
、

　

王

母

仙

桃

非

朝

塁

也
、堂

成

而

燕

雀

賀
非

篇

　

朝

事

境

也
、五

夜

便

日

暖

耶
、舛

也
、旦

日

暖

　

非
阜

壁

也
、若
昌夫

旌

旗

之

動
、宮

殿

之

高
汞

轟

　

嘗

朝
回者

也
、日
、朝

罷

亂

也
、詩

成

於
"阜

朝

年
咽

　

四

句

乏
昌主

客
門此

杜

之

無
レ法

也
、余

謂
、諸

説

　

中
、唐

仲

言

爲
v至

矣
、黄

偏

主
v杜
、好

而

不
v知
隔

　

其

悪
"者

也
、施

偏

排
v杜
、悪

而

不
v知
"其

美
一者

　

也
、余

所
v不
v取

矣
、今

定
v王

爲
v首
、諸

家

或

有
"

　

左
轟祖

岑
一者
"此

眩
昌其

巧

麗
茸

、格

調

韻

度
、絡

　

當
昌讓
v王

桶
等
門也
、若
"夫

譏
主

多

用
表

服

字
嚇

　

則

癡

人

説
レ夢
、非
楓知
v詩

者
髄也
。

五

絶

四

者

　
　

鹿

柴
　

　

　

　

　

　

王

維

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
六

　
二
字
を
補
へ
ば
レ則
稍
・減
す
る
の
み
、
杜
は
郎
ち
然
ら
す
、王
母
仙
挑

　
は
朝
事
に
非
る
な
り
、堂
成
り
て
燕
雀
賀
す
、朝
事
の
境
に
非
る
な
り
,

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卵

　
五
夜
便
ち
臼
暖
な
ら
ん
や
、舛

へ
り
、
貝
日
暖
は
早
時
に
非
る
な
り
、夫

の
旌
旗
の
動
く
、宮
殿
の
高
き
が
若
き
は
、
未
だ
嘗
て
朝
せ
ざ
る
者
な

　
り
、臼
、朝
罷
は
亂
な
り
、
詩
成
る
早
朝
の
掌
に
於
て
す
、
四
句
、主
客

　
に
乏
し
、此
れ
杜
法
無
き
な
り
、余
謂
ふ
、諸
諡
の
中
、
唐
仲
言
を
至
れ

　
り
ε
爲
す
、黄
は
偏
に
杜
を
主
ε
す
、
好
み
し
て
其
の
悪
し
き
を
知
ら

　
ざ
る
者
な
り
、施
は
偏
に
杜
を
排
す
、
惡
み
て
其
美
を
知
ら
ざ
る
者
な

り
、余
の
取
ら
ざ
る
所
な
り
,命
王
を
定
め
て
首
ε
爲
す
、諸
家
或
は
岑

　
に
左
褪
す
る
者
有
る
は
、此
れ
其
の
巧
麗
に
眩
す
る
の
み
、格
調
韻
度
、

　
終
に
當
に
聖
に
讓
る
こ
ーこ
一
等
な
る
べ
し
、夫
の
王
か
多
く
衣
服
の
字

,
を
用
ふ
る
を
譏
る
が
若
き
は
、
則
癡
人
の
夢
を
設
く
な
り
、詩
を
知
る

・者
に
非
る
な
り
。

五
縄
四
首

　

鹿
柴
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
王
維
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裴

逍

室

山

不
レ見
v人
、但

聞

人̀

語

響
=返

景

入
酬深

.林
晒復

照
脊

苔

上
刈

　

劉

日
、無
v言

而

有

畫

意
凸○

李

賓

之

日
、淡

而

　

濃
、近

而

遠
、○
唐

日
、不
v見
v人
、幽

矣
、聞
一人

語
"

　

則

非
轟寂

滅
一也
、景

照
玉
円
苔
叫冷

淡

自

在
、○

鍾

　

日
復

照

妙

甚
。

日

夕

見
～寒

山
硬

爲
昌獨

往

客
叫不
v知
深

林

事
叫但

有

鏖

廢

跡
噌

　

劉

日
、亦

自

聞

悠
、右

丞

便

不
v渉

鹿

字
δ

唐

　

日
、見
v山

之

時
、未
噌嘗

有
ソ伴
、誰

復

知
菘

間

事

　

乎
、所
v可
v觀

者
、獨

鏖

朧

跡

耳
、○

余

按
、裴

不

　

爲
二不

佳
「王

以
レ韻

勝
、有
γ聲

有
γ色
超

超

玄

著
。

　
　

竹

里

館
　

　

　

　

　

　
王

維

　
　
　
　

丹

丘

詩

話

中
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
装
迪

室
山
人
を
見
す
、但
・人
語
の
響
き
を
聞
く
。
返
景
深
林
に
入
り
て
,復
た

青
苔
の
上
を
照
ら
す
。

　
劉
日
,言
無
く
し
て
叢
意
有
り
,○
杢
賓
之
日
、
淡
に
し
て
濃
、近
に
し

　
て
遠
、○
唐
日
、人
を
見
す
・こ
は
、幽
な
り
、
人
語
を
聞
け
ば
則
ち
寂
滅

　
に
非
る
な
り
、景
、青
苔
を
照
ら
す
,
冷
淡
自
在
、○
鍾
日
、復
照
、妙
甚

　
し
o

日
夕
寒
山
を
見
る
、便
ち
鍔
徃
の
客
ε
爲
る
、深
林
の
事
を
知
ら
す
、但
蜃

霞
の
跡
有
り
。

　
劉
日
、亦
自
聞
悠
、
右
丞
は
便
ち
鹿
の
字
に
渉
ら
す
、
○
唐
日
、山
を
見

　
る
の
時
未
た
嘗
て
俘
有
ら
、
誰
れ
か
復
た
松
聞
の
事
を
知
ら
ん
や
、觀

　
る
可
き
所
の
者
は
、獨
辱
霞
の
跡
の
み
、○
余
按
す
る
に
、裴
、
不
佳
ご

　
爲
さ
す
、王
は
韻
を
以
て
勝
る
、聲
有
り
色
有
り
、超
々
立
著
Q

　

竹
里
館
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
王
維

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
七
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2

日

本

詩

話

叢

書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

裴

遖

獨

坐
画

篁

裏
彊

v琴

復

長

嘯
、深

林

人

不
v知
、明

月

來

相

照
。

　

劉

口
、幽

迥

之

思
、○

唐

日
、林

間

之

趣
、人

不

　
v易
v知
、明

月

相

照

似
昌若

會
ワ意
。

來

過

竹

裏

館
、旺

與
v道

相

親
、出

入

惟

山

鳥
幽

深

無

笹

人
閃

　

余

按
、裴

此

首

淺

俗
、不
v堪
「拜

論
叫右

丞

輌

川

　

諸
、詩
、首

首

素

淨
、超
v凡

入
v玄
、惜

襄

非

劉

手
叫

　

著

署

輙

負

假

使

孟

襄

陽
.與
v之

欝

陳

則

未

　
v知
三鹿

死
}誰

手
一也
。

七

絶

六

首

　
　

西

宮

春

怨

　

　

　

　

王

昌

齡

　
　

長

門

怨
　

　

　

　

　

李

白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

裴
迪

獨
、幽
篁
の
裏
に
坐
し
,
琴
を
彈
じ
て
復
た
長
嘯
す
、深
林
人
知
ら
す
、明

月
來
り
て
相
照
ら
す
を
。

　
劉
日
、幽
迥
の
思
ひ
.○
唐
日
,
林
聞
の
趣
は
人
知
り
易
か
ら
す
、明
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
れ

　
相
照
ら
し
、意
を
會
す
る
に
似
若
り
。

來
り
過
ぐ
竹
裏
館
、日
に
道
ご
相
親
む
、出
入
惟
、
山
鳥

、幽
深
世
人
無
し
。

余
按
す
る
に
、裴
か
此
の
首
、淺
俗
に
し
て
竝
べ
論
す
る
に
堪
へ
す
、右

丞
か
輜
川
の
諸
詩
、
首
々
素
淨
、凡
を
超

へ
立
に
入
る
、
惜
む
ら
く
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も　し

裴
は
對
手
に
非
す
、
著
々
輙
ち
負
く
、假
使
孟
襄
陽
、之
ご
對
陳
せ
ば
、

則
未
だ
鹿
の
誰
が
手
に
死
す
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。

七
絶
六
首

　

西
宮
春
怨

　

長
門
怨

王
昌
齢

李
寝

・
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西

宮

夜

靜

百

花

香
、欲

v捲
一朱

簾

春

恨

長
、王

　

劉

.日
、情

景

爾

絶
、○

唐

日
、夜

靜

花

香
、景

極

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

の

　

佳

矣
、吾

其

捲
簾

待
v月

乎
、春

恨

方

長
、弗
v能

　
v捲

也
。

斜

抱
己雲

和

"深

見

v月
、朧

朧

樹

色

隱

二昭

陽
門

　

唐

日
、抱
v琴

而

出

"中

庭

一則

見

レ月

矣
、乘
v月

而

　

望
嵩昭

陽

噛乃

爲

「樹

色

所

7隱

、思
一一
一
見

一而

不
v可

　
v得

、其

怨

恨

何

如

耶
、簾

既

不
v捲

、色

從
v傍

出
、

　

故

云
v斜

、宮

殿

陰

沈
、月

不
v易

v覩

、故

云
v深
、此

.

　

見

舌

人

用

v字

不
v苟

處

δ

余

按

.斜

抱

雲

和

一

　

横

騨琴

於

膝

也
、捲
簾

坐

望
ジ月

、故

云
v深

、見

字

　

法

工

密
、唐

牽

強

爲
v説

可
v笑

、

天

廻
昌北

斗
掛

二西

樓
h金

屋

無

v人

螢

火

流
、李

　

蒋

士

贇

日
、詩

注
、燐

螢

火

也
、箋

日
、此

物

家

　
　
　
　
　
丹

丘

詩

話

巻

ゆ

西
宮
夜
靜
に
し
て
百
花
香
し
,朱
簾
を
捲
か
ん

・こ
欲
し
て
春
恨
長
し
。エ

　
劉
n口
、情
景
兩
絶
、○
唐
臼
,夜
靜
に
花
香
し
、景
極
め
て
佳
な
り
、菩
其

　
れ
簾
を
捲
き
月
を
待
た
ん
か
、春
恨
方
に
長
し
、捲
く
能
は
ざ
る
な
り
。

斜
に
雲
和
を
抱
い
て
深
く
月
を
見
る
、朧
々
た
る
樹
色
昭
陽
を
隱
す
。

　
唐
日
由
琴
を
抱
い
て
中
庭
に
出
つ
れ
ば
、
則
月
を
見
る
、月
に
乘
じ
て

　
昭
陽
を
望
め
ば
、
乃
樹
色
に
隱
さ
る
、
一
見
を
思
ふ
て
得
べ
か
ら
す
、

　
　

ク　
　
いかゐ

　
其
の
怨
恨
如
何
ぞ
や
、簾
既
に
捲
か
す
、
色
、
傍
よ
り
出
づ
、故
に
斜
ε

　
云
ふ
、宮
殿
陰
沈
、月
、覩
易
す
か
ら
す
、故
に
深
ε
云
ふ
、此
れ
古
人
字

　
を
用
ふ
る
苟
も
せ
ざ
る
處
を
見
る
、
○
余
按
す
る
に
斜
に
、雲
和
を
抱

　
く
は
琴
を
膝
に
横
ふ
る
な
り
、
簾
を
捲
き
坐
し
て
月
を
望
む
,故
に
深

　
ε
云
ふ
、見
の
字
法
、工
密
、唐
、牽
強
、詮
を
爲
す
、笑
ふ
可
し
。

天
、北
斗
を
廻
ら
し
西
樓
に
掛
く
、金
屋
人
無
く
し
て
螢
火
流
る
、
李
、

蒋
士
贇
日
、詩
の
注
に
、燐
拭
螢
火
な
り
、箋
に
日
、此
物
、家
に
人
無
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

三
九
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日

索

詩

話

叢

書

　

無
v人

則

然
、詩

人

下
v字
、必

有
"來

處
門○

余

按
、

　

精

工

減
v王
。

月

光

欲
v到

長

門

殿
、別

作
深

宮

一
段

愁
噌

　

劉

云
、無

限

情

思
、○

余

按
、深

婉

勝
v王
。

　

胡

元

瑞

日
、太

白

四

句
、意

盡
二語

虫

江

寧

四

　

句
、意

在
昌言

外
叫然

二

詩

各

有
昌至

處
ネ

v可
執

昌

　

泥

一
蝿

　

余

按
、
一
詩

爭
二勝

毫

釐
噛以
v余

言
v之
、前

孚

篇
、

　

李

不
v如
v王
、後

年

篇
、王

不
v如
v李
、要
v之

魯

衞

　

之

政

巳
季

于

鱗

唐

詩

選
、收
轟江

寧
一遺

"太

白
崩

　

可
v謂
v偏

矣
、不

偏

不

黨

於

嵩詩

學
幡其

庶

乎

哉
。

　
　

遊
洞

塵

　

　

　

　

　
李

自

　
　

.　

　

　

　

　

　

　

　

賈

至

洞

庭

西

望

楚

江

分
、水

養

南

天

不
v見
レ雲
、日

落

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　

　

四
〇

　

　
　
　
　
も

　
さ
き
は
則
ち
然
ゆ
、詩
人
、字
を
下
だ
す
、必
、來
處
有
り
、○
余
按
す
る

　
に
、精
工
、王
に
減
す
。

月
光
到
ら
ん
ε
欲
す
長
門
殿
、別
に
深
宮

一
段
の
愁
を
作
す
℃

　
劉
云
ふ
、無
限
の
情
思
、○
余
按
す
る
に
深
婉
、王
に
勝
る
。

　
胡
元
瑞
臼
、太
白
か
四
句
、意
、語
中
に
盡
く
、江
寧
か
四
句
、意
、
言
外

　
に
在
り
,然
ε
も
二
詩
各
至
處
有
り
、
一
端
に
執
泥
す
可
ら
す
。

　
余
按
す
る
に
、
一
詩
.勝
を
甘竃
釐
に
爭
ふ
、
余
を
以
て
之
を
言
ふ
に
、前

　
傘
篇
、
李
は
王
に
如
か
す
、後
牛
篇
、
王
は
李
に
如
か
す
、
之
を
要
す

　
る
に
魯
衛
の
政
の
み
、李
干
鱗
の
唐
詩
選
に
江
寧
を
收
め
て
太
白
を
遺

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

　

ち
れ

　
す
、偏
ε
謂
ふ
可
し
、不
偏
不
黨
、詩
學
に
於
て
其
れ
庶
か
ら
ん
か
。

　

洞
庭
に
遯
ぶ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

李
白

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

　

賈
至

洞
庭
西
に
望
め
ば
楚
江
分
る
、
永
盡
き
て
南
天
雲
を
見
す
、日
落
ち
て
長
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長

沙

秋

色

蓮
、不
v知

何

處

弔
呂湘

君
『

　

唐

日
、逐

臣

相

遇
、故

篇

有

戀

γ圭

意
叫洞

庭

西

　

望

者
、懐
京

師
一也
、楚

江

分

者
、山

川

間
レ之

也
、

　

如
v是

安

所
"布
其

衷

悃
一乎
、吾

其

弔
轟湘

君
一而

　

愬
v之

爾
、然

水

光

接
v天
、秋

色

無
v際
、弔
v之

無

　
v從
、絡

飮
v恨

而

已
。

　

余

按
、岷

江

從
v西

來
、涯

爲
こ太

湖
嚇故

日
v分
、寫
昌

　

目

前

景

象
叫第

二
句
、形

容̀

天

氣

晴

朗
、湖

水

　

廣

大
嚇薗

然

佳

句
.唐

牽

強

理

解
、可
v謂
v謬

矣
、

　

第

三

句
、戚
v景

興
v懐

日

落

秋

遠
、水

天

渺

茫
、

　

雖
v有

弟

古

之

懐
ハ亦

無
v從
昌抑

寫
一也
、細

昧
下不

　
v知

何

處

弔
二湘

君
句

卸正

是

深
昌於

弔

古

之

意
↓

　

又

重

形

容

湖

之

廣

大

莫
測

也
。

楓

岸

紛

紛

落

葉

多
、洞

庭

秋

水

晩

來

波
、乘
v興

　
　
　
　
　
丹

丘
詩

話

卷

申

沙
秋
色
邃
し
、知
ら
す
何
れ
の
處
に
か
湘
君
を
弔
は
ん
α

　
唐
日
、逐
臣
相
遇
ふ
、故
に
篇
に
主
を
戀
ふ
意
有
り
、洞
庭
西
に
望
む
ε

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へな

　
は
京
師
を
懷
ふ
な
り
、楚
江
分
る
ミ
は
、山
川
之
を
間
つ
る
な
り
、是
の

　
如
く
は
,
安
ん
そ
其
の
衷
梱
を
布
く
所
あ
ら
ん
や
、五口其
れ
湘
君
を
弔

ひ
て
之
を
愬
へ
ん
の
み
、然
れ
ど
も
水
光
天
に
接
し
、秋
色
際
無
し
、之

　
　
　
　

よレ

　
を
弔
ふ
に
從
無
し
、終
に
恨
を
飮
ま
ん
の
み
。

余
按
す
る
に
、眠
江
西
よ
り
來
り
、涯
し
て
太
湖
ε
爲
る
、故
に
分
ε
日

ふ
、目
前
の
景
象
を
寫
す
、第
二
句
、天
氣
晴
朗
、湖
水
廣
大
を
形
容
す
、

自
然
の
佳
句
、唐
、牽
強
理
解
す
、謬
ε
謂
ふ
可
し
、第
三
句
、景
に
感
じ

懐
を
興
す
、日
落
ち
秋
遠
く
、水
天
渺
蕩
、
弔
古
の
懐
有
り
ぐ}雖
、亦
抑

　
　
　

よ
し

爲
す
る
に
從
無
き
な
り
ご
,
細
に
、
「知
ら
す
何
れ
の
處
に
か
湘
漕
を

弔
は
ん
」
の
句
を
味

へ
ば
、正
に
是
れ
弔
古
の
意
に
深
し
、
又
重
く
湖

の
廣
大
測
る
莫
き
を
形
容
す
る
な
り
。

楓
岸
紛
々
婁
し
て
落
葉
多
し
、洞
庭
の
秋
水
晩
來
波
だ
つ
、
興
に
乘
じ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
隔
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日

本

詩

話

叢

書

輕

舟

無
二近

遠
ハ自

雲

明

月

弔
昌湘

娥
切

　

唐

日
、上

用
鬣楚

詞

語
一布
v景
、下

途

有
墨湘

娥

之

　

弔
叫逐

臣

托

興

之

微

意

也
、○

劉

日
、末

句

翻
昌

　

李

自

案
づ

鍾

日
、二

語

不
寔

翻
"太

白

案
萌白

　

雲

明

月

四

字
、正

爲
崑不
v知

何

處

弔
一"湘

君
(下
轟

　

一
注

脚
州○

余

按
、賈

詩
、不
ソ爲
昌不

佳
叫而

太

白

　

詩
,天

然

精

妙
、名

世

傑

作
、不
v可
昌竝

論
門結

句

　

雄

渾
、全

首

爲
v之

發
レ彩
、自

餘

三

句

不
v及

遠

　

矣
、叉

按

賈

詩
、起

承

用

楚

詞
鍛

錬

無
v痕
、風

　

骨

自

然
、轉

句

亦

自

高

韻
、結

句

超

乘

而

上
、

　

亦

是

名

世

之

、作

也
、但

西

施

在
v傍
、衆

嬪

覆

　

レ面

耳
。

　
　

軍

城

早

秋
　

　

　

　

嚴

武

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杜

甫

四
二

輕
舟
近
遠
無
し
、白
雲
明
月
湘
娥
を
弔
は
ん
◎

　
唐
日
、上
は
楚
詞
の
語
を
用
ひ
て
景
を
布
き
、
下
は
遽
に
湘
娥
の
弔
有

　
り
、逐
臣
托
興
の
微
意
な
り
、○
劉
日
、
末
句
李
自
が
案
を
翻
す
、○
鍾

　
日
、二
語
是
れ
太
白
か
案
を
翻
す
る
に
あ
ら
す
、白
雲
明
月
の
四
字
、正

　
に

「知
ら
す
何
れ
の
處
に
か
湘
君
を
弔
は
ん
」
が
爲
め
に
一
沖
脚
を
下

　
す
の
み
、
○
余
按
す
る
に
,賈
か
詩
、不
佳
ざ
爲
さ
す
、而
し
て
太
白
か

　
詩
、天
然
精
妙
、名
世
の
傑
作
、竝
論
す
可
ら
す
、結
句
雄
渾
、全
首
の
爲

　
め
に
影
を
發
す
、自
餘
三
句
及
は
さ
る
こ
ミ
退
し
、夊
按
す
る
に
、賈
か

　
詩
、
起
承
、
楚
詞
を
用
ふ
、鍛
錬
痕
無
し
、風
骨
自
然
、轉
句
亦
自
ら
高

　
韻
、結
句
超
乘
し
て
上
る
、亦
是
れ
名
世
の
作
な
り
、
但
、
西
施
傍
に
在

　

り
、衆
嬪
面
を
覆
ふ
の
み
。

軍
城
早
秋

杜 嚴
甫 武
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昨

夜

秋
、風

入
譜漢

關
ハ朔
雲

邊

月
滿
轟西

山
晶更

催
二

飛

將
噌追
驕

虜
翼

v遣

沙̀

場

匹

馬

還
『

　

劉

日
、氣
築

雄
壯
、武

將

本

色
、○

唐

日
、西
塞

　

早

寒
故

秋

風

始

來
、雲

雪

已

滿
、胡

兵

毎

以
昌

　

此

壁

入

冦
、於
v是

遣
飛

將
追

撃
、且

欲
殱
v之

　

使
7無
逡

騎
一也
。

秋

風

嫋

嫋

動
開高

旌
嚇玉
帳

分
v弓

射
虜

營
芭

收
喊

滴

博

雲

間

戍
(欲
v奪
二蓬

婆

雪

外

城
岡

　

劉

日
、形

容

勝

氣
、可
v入
昌凱

歌
叫○
唐

日
、秋
者

　

用
v刑

之

始
、命
v將
之

時

也
、故

分
v弓

以

射
虜

　

營
(若

果
滴

博

之
戍

已
散
、則

蓬
婆

之

城

旦
M

　

將

奪
ソ之
矣
、○
余

按
、二
詩

各

臻

其

妙
巖

極
一

　

雄
健

之

態
舛杜

乃

優

游

不

迫
、蘊

藉

典

雅
、所
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　

以

勝
v之

一
等
剛也
、且

玉

帳

分
γ弓

射

虜

營
噌何

　
　
　
　
　
丹

丘
詩

話

卷

申

昨
夜
秋
風
漢
關
に
入
る
塾
朔
雲
邊
月
西
山
に
満
…つ
、夏
に
飛
將
を
催
し
て

驕
虜
を
追
ふ
、沙
膓
の
匹
馬
を
も
て
還
ら
し
む
る
こ
マ糠莫
れ
。

　
劉
日
,氣
漑
雄
壯
、武
將
の
本
色
、○
唐
日
,西
塞
早
寒
、故
に
秋
風
始
て

　
來
り
、雲
窶
已
に
滿
つ
、胡
兵
毎
に
此
の
時
を
以
て
入
冦
す
、是
に
於
て

　
飛
將
を
遣
し
追
撃
し
、且
つ
之
を
殲
し
て
還
騎
無
か
ら
し
め
ん
ミ
欲
す

　
る
な
り
σ

秋
風
嫋
々
高
旌
を
動
か
す
、
玉
帳
弓
を
分
ち
て
虜
營
を
射
る
、巳
に
滴
博

　
雲
間
の
戍
を
牧
め
て
、蓬
婆
雪
外
の
城
を
奪
は
ん
ε
欲
す
。

　
劉
日
、形
容
勝
氣
、凱
歌
に
入
る
可
し
.
O
唐
日
、秋
は
刑
を
用
ふ
る
の

　
始
め
、將
に
命
す
る
の
時
な
り
,故
に
弓
を
分
ち
て
以
て
虜
營
を
射
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

まざ

　
若
し
、
果
し
て
滴
博
の
戍
己
に
散
す
れ
ば
、則
蘯
婆
の
城
を
且
將
に
之

　
を
奪
は
ん
S
す
、
○
余
按
す
る
に
,
二
詩
各
、
其
の
妙
に
臻
る
、
嚴
は

　
雄
健
の
態
を
極
め
、杜
は
乃
優
游
不
迫
、飜
藉
興
雅
、之
に
勝
る

一
等
な

　
る
所
以
な
り
、且
つ
「
玉
帳
、弓
を
分
ち
て
虜
營
を
射
る
」、珂
等
の
摸
寫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
三
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一

　

　

日

木
詩

話

叢

書

等

摸

寫
、對

結

蒼

古
、非
卞小

家

數

亘

企

及
一者
轟

也
、又

按
、嚴

詩
起

結

倶

妙
、鍾

伯

敬

日
嚴

武

妙

絶
、交

有
二奇

情
ハ詩

有
二奇

趣
憖

杜

老

不
v錯
、

余

謂

杜

公

得

」嚴

唱

和
叫眞

正

好

獨

手
。

右

詩

體

品

若

干

首
、井

載

古

人

同

時

之

作
唱

折

衷

以
一臆

臭

質
」之

知

旦

云
。

丹

丘

詩

話

卷

中

畢

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

四
四

ぞ
、封
結
蒼
古
、
小
家
數
の
企
及
す
可
き
者
に
非
る
な
り
、
叉
按
す
る

に
、嚴
か
詩
は
、起
結
倶
に
妙
。

鍾
伯
敬
日
、
嚴
武
妙
繦
、交
奇
情
、
有
り
、詩
に
奇
趣
有
り
、
想
ふ
に
杜

老
錯
ら
す
、余
謂
ふ
杜
公
、嚴
か
唱
和
を
得
た
り
、眞
正
の
好
對
手
。　

.

右
詩
體
品
若
干
首
、古
人
同
時
の
作
を
竝
載
し
,
折
衷
す
る
に
臆
見
を

　

　

　

　

　

ヶず

以
て
し
、之
を
知
己
に
質
す
ぐ}云
。



錯soz

丹

丘

詩

話

卷

下

　

○

詩

評

斷

○

文

心

雕

龍

日
、四

言

正

體
.雅

潤

爲
v本
、五

言

流

調
、清

麗

居
v宗
、華

實

異
v用
、唯

才

所
"安
、故

李

子

得

其

雅

叔

度

含

其

潤
晒茂

先

肇

其

精
門景

陽

振
二其

麗
叫兼

善

則

子

建
・仲

宣
、偏

美
、則

太

冲
・公

幹
、余

謂

仲

宣

爲
二兼

善
一則

不
v足
、公

幹

爲
二偏

美

則

有
餘

、古

詩

之

美
、其

唯

陳

思

乎
、含
v王

吐
v劉

集

而

大

成
、無
昌以

徇
焉

、若

失

宋

人

沾

沾̀

元

亮
叫

則

亦

不
F足
二與

言
∀詩

矣
、

　

　

　

丹

旦
詩

鯖

卷

下

季
安

芥

煥

彦

章

著

關

元

常

子

恆

捜

　

0
詩
評
斷

　

○
文
心
雕
龍
日
、四
言
は
正
體
、雅
潤
を
本
ε
爲
す
、五
言
は
流
調
、
清
麗

　
宗
に
居
る
、華
實
用
を
異
に
す
、唯
、
才
の
安
す
る
所
,
故
に
軍
子
は
其
の

'
推
を
得
、叔
度
は
其
の
潤
を
含
み
、茂
先
は
其
の
精
を
凝
ら
し
、景
陽
は
其

　

の
麗
を
振
ふ
、鍵
善
は
則
子
建
・仲
宣
、偏
美
は
則
太
冲
・公
幹
、余
謂
ふ
仲

宣
、秉
善
ご
爲
せ
ば
則
足
ら
す
、
公
幹
、偏
美
ご
爲
せ
は
則
餘
り
有
り
,古

詩
の
美
、其
れ
唯
、
陳
思
か
、
王
を
含
み
劉
を
吐
き
、
集
め
て
大
成
す
.以

　
て
爾
ふ
る
こ
ε
無
し
、夫
の
宋
人
か
元
亮
に
沾
々
た
る
が
若
き
は
、
則
亦

與
に
詩
を
言
ふ
に
足
ら
ざ
る
な
り
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

四
五
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日

本
詩

話

叢

霤

○

劉

氏

所
v謂

五

言

流

調
、清

麗

居
v宗
、此

謂
魏

晉

以

後

一則

可

也
、非
甲所
v稱
二爾

漢
}之

謂
L也
、余

改

v之

日
、五

蛍
ロ
温

雅
、質

朴

居
き
亦
、一斯

乃

吻

A
n
耳
、亠
ハ

朝

崇
二浮

華
ハ劉

論

不
v星
深

餐

也
。

○

後

世

例

謂
二五

言

古

詩

爲
昌選

體
h嚴

儀

卿

已

非
v之
、是

也
、夫

選

詩
,時

代

不
v同
、體

製

各

異

安

得

一混

稱

乎
、且

昭

明

之

選
、冗

而

不
v精
、而

後

人

不
得

v廢
v之
、豈

以
暫魏

晉

以

來
、諸

家

篇

籍

率

屬

"

淪

亡
輔乎
。

○

李

于

鱗

選
"唐

詩
凸不
v可
v謂

文̀

無

害
"也
、嘗

試

論
レ之
、唐

無

孟

言

古

詩
「而

有

其

古

詩
肖自

是

一

代

風

格
、奚

得
v不
取

哉
、七

言

歌

行
、太

自

問

用
昌

長

語
赤

是

其

變

化

處
、非
昌英

雄

欺
7人

也
、李

碩
・

王

維

七

言

律
、雄

壯

流

暢

固

是

綽

然

名

家
、然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
六

〇
劉
氏
か
謂
は
ゆ
る
五
言
流
調
、清
麗
宗
に
居
る
ご
は
,
此
れ
魏
晉
以
後

を
謂
ふ
は
則
可
な
り
、
兩
漢
を
稱
す
る
所
の
謂
に
非
る
な
り
、余
之
れ
を

改
め
て
日
、五
言
温
雅
、質
朴
宗
に
居
る
、斯
に
乃
吻
合
す
る
の
み
,六
朝
、

淨
華
を
崇
ぶ
、劉
が
論
深
く
咎
む
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
。

O
後
世
例
し
て
五
言
古
詩
を
謂
て
選
體
ご
爲
す
、嚴
儀
卿
己
に
之
を
非
ご

す
、是
な
り
、夫
れ
選
詩
、時
代
同
じ
か
ら
す
、體
製
各
異
な
り
、安
ぞ
混
稱

す
る
を
得
ん
や
、且
、
昭
明
の
選
、冗
に
し
て
精
な
ら
す
、
而
し
て
後
人
之

　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
とん

を
廢
す
る
こ
ぐ}を
得
す
、豈
ど
魏
晉
以
來
、諸
家
の
篇
籍
、摩
ね
淪
亡
に
屬

す
る
を
以
て
な
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

こトうみ

○
李
干
鱗
、唐
詩
を
選
す
る
、文
無
実
ミ
謂
ふ
可
か
ら
ざ
る
な
り
、嘗
試
に

之
を
論
ぜ
ん
に
、唐
に
五
言
古
詩
無
し
、而
し
て
其
の
古
詩
有
り
、自
ら
是

れ

一
代
の
風
格
、奚
ぞ
取
ら
ざ
る
を
得
ん
や
、
七
言
歌
行
、太
白
間
、
長
語

.
を
用
ふ
、亦
是
れ
其
變
化
の
處
、英
雄
人
を
欺
く
に
非
る
な
り
、
李
順
、王

維
の
七
言
律
は
、雄
壯
流
暢
、固
よ
り
是
れ
綽
然
た
る
名
家
、然
こ
も
之
を
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比
"乏

子

美

則

有
v間

矣
、七

言

絶
、太

自
・少

伯
、乃

魯

衞

之

政

也
、于

鱗

左
昌袒

青

蓮
晒非
吋公

論
矣

亦

唯

人

心

如
v面
、讀

破̀

萬

卷
叫別

具
昌
噌,
隻

眼

者
、而

可
己始

與

言
詩

已

矣
。

○

唐

無

諡

言

古

詩
託

固

然

矣
、以
v余

言
v之
、亦

小

寃

焉
唐

人

之

才
、無
v譲
魏

晉
但

調

頗

駁
雜

、

故

不
v熊
超

乘

而

上
一矣
、而

如
二子

昂

戚

遇

太

白

古

風
・書

懐
、子

美

差

村
、爵

塞
、高

常

侍

紀

行
、岑

補

闕

覽

勝

等
、下

超
二宋

齊
「上

逍
二魏

晉
哨胡

元

瑞

細湘
之̀

亠
ハ
、朝
』妙

鵝爾
、爾
…
漢

餘
}
波
嚇誠

不
v諏
陥
也
。

○

擬

古

之

詩

、雰
v難
}摸

剽
ハ惟

顧
意

態

風

紳

如

何
一耳
、故

墨
〆詩

至

五̀

言

古
叫五

言

古

至
「爾

漢
叫卸

大

匠

國

工
、莫
v不
履

冰

戰

戰
鱒焉
、鳴

呼

難

矣

哉
、

不
ゲ襲
昌陳

營
只
伽胸
挈
韻心

印
門超

昌̀誠
岡
亠
ハ
朝
叫泊
鈩
蹤

爾
…
漢
触

　
　
　
　

丹

丘
詩

話

卷

下

子
美
に
比
す
れ
ば
、則
間
有
り
、七
言
絶
は
、
太
白
少
伯
、乃
ち
魯
衛
の
政

な
り
、于
鱗
、青
蓮
に
左
頽
す
、
公
論
に
非
す
、亦
唯
-
人
心
は
面
の
如
し
、

、萬
卷
を
讀
破
し
隔
別
に

一
隻
眼
を
具
ふ
る
者
に
し
て
、
始
め
て
與
に
詩
を

言
ふ
可
き
の
み
。

○
唐
に
五
言
古
詩
無
し
ε
は
、此
れ
固
よ
り
然
り
、
余
を
以
て
之
を
言
へ

は
,亦
小
く
冤
な
り
、
唐
人
の
才
、
魏
晉
に
讓
る
こ
ご
無
し
、但
-
調
頗
る

駁
雜
、故
に
超
来
し
て
上
る
こ
ご
能
は
ざ
る
な
り
、而
し
て
子
昂
か
感
遇
、

太
白
か
古
風
・書
懷
、子
美
か
羌
村
・出
塞
、高
常
侍
か
紀
行
、岑
補
闕
か
覽

勝
等
の
如
き
、下
は
宋
齊
を
超
へ
丶上
は
魏
晉
に
迫
れ
り
、胡
元
瑞
之
を
六

朝
の
妙
詣
、兩
漢
の
餘
波
ε
謂
ふ
、
誠
に
誣
ひ
ざ
る
な
り
。

○
擬
古
の
詩
、
摸
剽
し
難
き
に
非
す
、
惟
、意
體
風
赫
如
何
ε
顧
み
る
の

み
、故
に
詩
を
學
び
て
五
言
古
に
至
り
、
五
言
古
う兩
漢
に
至
り
て
、師
大

匠
國
工
も
、
履
汰
戰
々
た
ら
ざ
る
莫
し
、
鳴
呼
難
い
か
な
、陳
言
を
襲
は

す
、獨
り
心
印
を
挈
ぴ
、六
朝
に
超
越
し
.爾
漢
に
追
蹤
す
、
吾
、其
の
語
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
七
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日

本

詩

話
叢

書

吾

聞
陶其

語
(未
v見
二其

人
叫

〇

七

言

歌

行
、比
昌五

言
鱒畧

易
y下
v手
、胡

元

瑞

日
、

主
二拾

遺
ハ賓
昌供

奉
「左
盤中

允
門右
嘉

州
(則

沈

雄

秀

逸
、短

什

宏

章
、諸

體

悉

備
、至
昌于

千

言

百

韻
取

昌

法

盧

駱
門什

}
爲
v之

可

也
、元

瑞

論
計諸

膿
『斟
】酌

衆

家
n大

峯

此

類
、鳴

呼

天

實

生
v才

不
v盡
作

者

自

苦
、學

到
二此

境
翼

是

揚

州

鶴

也

哉
。

〇

五

言

律
、盛

唐

諸

家
、聾

律

不
v諧

者

多

矣
、初

學

不
v可
昌程

式
晒矣

謝

茂

秦

日

子

美

居
轟羹

州
王

句

日
、春

知

催

柳

別
、農

事

聞
諡人

説
触別

説

同

韻
、

王

維

温

泉

上

句

日
新

豊

樹

裏

行

人

度
、聞

説

甘

泉

能

獻
v賦
、度

賦

同

韻
此

非
詩

家

正

注
叫章

碣

上

句
、皆

用
醤翰

音
喝尤

可
v怪

也
、此

方

詩

家
、多

犯

此̀

法
↓故

特

表
"出

之
剛

四
入

聞
く
、未
だ
其
の
入
を
見
す
。

〇
七
言
歌
行
、五
言
に
比
す
る
に
畧
、手
を
下
し
易
し
、
胡
元
瑞
日
、拾
遺

を
主
ミ
し
、供
奉
を
賓
ご
し
、中
允
を
左
に
し
、嘉
州
を
右
に
せ
ば
、則
沈
、

雄
秀
逸
、短
什
宏
章
、諸
體
悉
く
備
は
る
、
千
言
百
韻
に
至
て
は
、法
を
慮

駱
に
取
り
、什

一
之
を
爲
し
て
可
な
り
.元
瑞
が
諸
體
を
論
す
る
、衆
家
を

斟
酌
す
る
、大
率
此
の
類
な
り
、鳴
呼
天
實
に
才
を
生
じ
て
盡
く
さ
す
、作

者
自
ら
苦
む
,學
ん
で
此
境
に
到
れ
は
、
眞
に
是
れ
揚
州
の
鶴
な
ら
ん
か

な
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

かな

〇
五
言
律
、盛
唐
の
諸
家
、聲
律
諧
は
ざ
る
も
の
多
し
、初
學
は
程
式
-こ
す

可
か
ら
す
、謝
茂
秦
日
、子
美
か
麌
州
に
居
る
、
上
句
に
日
、「
春
は
知
る
催

柳
の
別
、農
事
人
の
設
く
を
聞
く
」
ご
、別
設
同
韻
、
王
維
か
温
泉
の
上
句

　
　
　
　
　
　
　
　

われ

に
日
、「新
豐
樹
裏
行
人
度
る
、聞
く
な
ら
く
甘
泉
能
く
賦
を
獻
す
ご
」
ご
,

度
賦
同
韻
、此
れ
詩
家
の
正
法
に
非
す
、章
碣
の
上
句
、皆
、翰
膏
を
用
ふ
,

尤
.怪
む
可
き
な
り
。此
の
方
の
詩
家
、
多
く
此
の
法
を
犯
す
、敵
に
特
に

之
を
表
出
す
。
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〇

七

言

律

諸

家

所
v難
、歴

下

稱
、王

維
・李

頂
、頗

臻
二其

妙
ハ子

美

篇

什

雖
v多
、債

焉

薗

放

矣
、或

日
、

歴

下

之
、論

若
v此
、唐

人

之

律

體

可
v知

也
、明

人

優

然

爲
v之
.其

多

者

至
二千

篇
肉少

者

不
v下
轟貳

百
叫

豈

明

人

之

才

倍

毳

唐

人
隔邪
、何

其

多

也
、余

日
、

不
v然
、亦

唯

時

使

乏

然
幅也
、夫

沈

宋

始

唱
昌近

體
嚇

篇

什

稀

少
、盛

唐

諸

公

繼

興
、大

暢
』雅

風
門而

事

丕
専

釐

時

具
`
}
髀
「亂

離

之

間
、篇

籍

易
膨散
、故

太

自

之

集
、僅

存

數

篇
蓬

夫

之

稿
、止

留
量變

鴬
嚇

豈

以
v此

少
唐

人
一邪
、假

使

摩

詰
・少

伯
・達

夫
・岑

鏖
、生

於

嘉

萬

之

間
肉鋼

其

所
レ成

豈

綴
昌於

邊

廷

實
.徐

祺

卿
・呉

明

卿
・徐

子

與

之

下

乎
、學

者

默

識

莫

一敢

議
而

可

也
。

○

絶

句

之

義
、蓬

無
「"定
ヒ義
門講
F裁
昌近

體

首

尾
、或

　
　
　
　
昏
丹

丘
詩

話

壜

下

〇
七
言
律
は
、諸
家
の
難
し
ε
す
る
所
、歴
下
稱
す
、王
維
、李
頏
.頗
.其
の

妙
に
臻
る
、子
美
か
篇
什
多
し
ご
雖
、憤
焉
自
放
な
り
、
或
ひ
ミ
日
、歴
下

の
論
、此
く
の
若
し
、
唐
人
の
律
體
知
る
可
き
な
り
、
明
人
優
然
之
を
爲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

ほとん

す
、其

の
多
き
者
も
千
篇
に
至
り
、少
き
者
も
貳
百
に
下
ら
す
,貴
ど
明
人

の
才
、唐
人
に
倍
礎
す
る
か
、
何
ぞ
其
れ
多
き
や
、余
日
、然
ら
す
,亦
唯
、

時
,之
を
然
ら
し
む
る
な
り
、
夫
れ
沈
宋
始
め
て
近
體
を
唱

へ
、
篇
什
稀

少
,盛
唐
の
諸
公
繼
で
興
り
、
大
に
雅
風
を
學
ぶ
、而
し
て
專
ら
務
め
す
、

時
に

一
體
を
具
ふ
、
亂
離
の
聞
、篇
籍
散
じ
易
し
、
故
に
太
白
の
集
は
僅

に
數
篇
を
存
し
、逹
夫
の
稿
は
、止
、
幾
首
を
留
む
、貴
此
を
以
て
庚
人
を

　
　
　
　
　

も

少
さ
せ
ん
や
,
假
し
摩
詰
・少
伯
・逑
夫
・岑
參
を
し
て
嘉
萬
の
間
に
生
れ

し
め
ば
,
則
其
成
す
所
豈
に
港
廷
實
・徐
頑
卿
・呉
明
卿
・徐
子
與
の
下
に

出
で
ん
や
、學
者
默
識
し
、て
敢
て
議
す
る
こ
ご
莫
く
し
て
可
な
り
。

　
　
　
　
　
つ
ハ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼっ

○
維
句
の
義
、迄
に
定
義
無
し
、
近
體
の
首
尾
、
或
は
中
二
聯
を
裁
を
謂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
九
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口

本

詩

話

叢

書

中

二

聯
唱恐

不
v足
v憑
、吾

友

宇

士

朗

謂
、絶

句

者

謂
=

句

一
絶
叫律

詩
,句

句

聯

排
、絶

句

不
v然
、故

絶

句

甥

律̀

詩
"之

稱

耳
、此

説

明

白

可
v擦
、古

人

未
轟曾

言

及
『

○

古

今

詩

話
、惟

嚴

儀

卿

澹

浪

詩

話
、斷

午

古

一公

一案
嚇儀

卿

白
掃
稱
、誠

不
v諏
∵
也
、其

他

歐

陽

一公

亠
ハ

一
詩

話
、司

馬

温

公

詩

話

之

類

峯

皆

資

隔
一
時

談

柄
茸

、於
鐺詩

學

實

沒
畠干

渉
叫初

學

畧
レ之

而

可

也
。

○

滄

浪

詩

話

之

外
、畧

可
v取

者

陳

師

遒

后

山

詩

話
、雖
昌其

識

非
二上

乘
嚇其

論

時

入
昌妙

悟
一故

高

廷

禮

品

彙

多

收
"之
、詩

家

最

不
γ可
v不
v讀

也
。

○

后

山

詩

話

日
、孟

嘉

落

帽
、前

世

以

爲
昌勝

絶
嚇

杜

子

美

九

旧

詩

云
、休
▼將
頓短

髪
一還

吹
ヴ帽
、笑

倩
導

'

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
〇

ふ
ご
、恐
く
は
憑
る
に
足
ら
す
、吾
か
友
宇
士
朗
謂
ふ
、繦
句
ε
は
,

一
句

一
縄
を
謂
ふ
、律
詩
は
、
句
々
聯
排
す
、繦
句
は
然
ら
す
、故
に
絶
句
は
律

詩
に
對
す
る
の
稱
の
み
こ
、此
の
設
明
白
、據
る
可
し
、古
人
未
だ
曾
て
言

及
せ
す
。

○
古
今
の
詩
話
、惟
、嚴
儀
卿
.か
愴
浪
詩
話
、
千
古
の
公
案
を
斷
す
、儀
卿

自
稱
、す
誠
に
誣
ひ
ざ
る
な
り
。其
他
歐
腸
公
の
六
一
詩
話
、司
馬
温
公
詩

話
の
類
、率
ね
皆

一
時
の
談
柄
に
資
す
る
の
み
,
詩
學
に
於
て
實
に
干
渉

な
し
、
初
學
之
を
畧
し
て
可
な
り
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
■

○
澹
浪

詩

話
の
外

、
略

・
取

ろ
可
き

者
は

、

陳

師
道

の
后
山
詩

話
、
其

の

識

、
上
乘
に
非
す

ご
雖

、
其

の
論
時

に
妙

悟
に
入

る
、
故

に
高

極
禮

の
品

彙

、
多

く
之

を
收
む

、詩

家
最

讀
ま
ざ

る

可
か
ら
ざ

る
な
り
Q

.

○
后
山
詩
話
に
日
、孟
嘉
か
落
帽
、前
世
以
て
勝
絶
ざ
爲
す
、杜
子
美
が
九

日
の
詩
に
云
ふ
、
短
髪
を
將
つ
て
還
つ
て
帽
を
吹
く
を
休
め
よ
、笑
つ
て
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傍

人

肖爲

正
v冠
、其

文

雅

曠

逹
.不
v減
昌昔

人
門謂

詩

非
ヒ力

學

可
サ致
.正

須
靴胸

中

度
ザ世

耳
、余

謂

胸

中

度

v世

.亦

由

力

學

中

得

。

○

叉

日
、寧

拙

母
v巧
、寧

粗

母
v弱

、寧

僻

母
v俗

、詩

文

皆

然
、魏

文

帝

日
、文

以
v意

爲

v主

、以
v氣

爲

ゾ輔
、

以
〆詞

爲
v衛
、孑

桓

不
v足
昌以

及
ツ此
、其

能

有
v所

v傳

乎

、余

謂

寧

拙

毋
v巧
、寧

粗

毋
レ弱
、此

是

大

乗

中

法

語

、寧

僻

毋
v俗
、此

傍

墜

昌魔

境

【單

偈
、余

易
v之

日
、寧

俗

母
v僻

、乃

始

合
二大

邁
}耳
、毫

釐

千

里

之

差
、識

者

自

知
μ之
。

○

許

彦

周

誚
昌杜

牧

赤

壁

詩

日
、孫

氏

覇

業

繋

軸

此

一
戰

証

稷

存

亡
、生

靈

塗

炭
、都

不
v問

、只

恐

v捉

㍉
1

二

喬
叫可

v見

措

大

不
レ識

輸好

惡

晒余

讀

v之

方

轟

夜

餐

之

頃
門不
y覺

噴

飯

滿
v盤
、因

謂

假

使
二牧

之

　
　
　

　
　
丹

丘

詩

話

巻

案

　
　
　
やと

傍
人
を
倩
ふ
て
爲
に
冠
を
正
さ
し
む
」
ご
,其
の
文
雅
曠
逑
、昔
人
に
減
ぜ

す
、
謂
へ
ら
く
詩
は
力
學
し
て
致
す
可
き
に
非
す
、正
に
須
く
胸
中
に
世

を
度
す
べ
き
の
み
ご
、余
謂

へ
ら
く
胸
中
に
世
を
度
す
る
も
、
亦
か
學
の

中
よ
の
得
る
な
り
。

　
　
　

むレろ

O
叉
日
、寧
、拙
な
る
も
巧
な
る
こ
ご
遜
れ
、
寧
、粗
な
る
も
弱
な
る
こ
ε

母
れ
、寧
、僻
な
る
も
俗
な
る
こ
ε
毋
れ
、詩
文
皆
然
り
、
魏
の
文
帝
日
、文

は
意
を
以
て
主
ε
爲
し
、氣
を
以
て
輔
ε
爲
し
、詞
を
以
て
衛
ミ
爲
す
、子

桓
以
て
此
に
及
ぶ
に
足
ら
す
、
其
れ
能
く
傳
ふ
る
所
有
ら
ん
や
、余
謂

へ

ら
く
寧
、拙
な
る
も
巧
な
る
母
れ
、寧
、
粗
な
る
も
弱
な

る
母
れ
ぐ」は
、此

は
是
れ
大
乘
中
の
法
語
、寧
、僻
な
る
も
俗
な
る
鮭
れ
ε
は
、此
は
傍
ら
魔

倍
西に
隊
備つ
る
踊早
鮹掲
、余
之
・碧
冖易
へ
て
R
冖む寧
、俗
な
る
も
僻
な
る
こ
ご
榊
7れ
■

ミ
、乃
始
め
て
大
道
に
合
せ
ん
の
み
、薨
釐
千
里
の
差
、識
者
自
ら
之
を
知

ら
ん
。

○
許
彦
周
、杜
牧
か
赤
壁
の
詩
を
誚
り
て
日
、孫
氏
か
覇
業
、此
の
一
戰
に

繋
る
、就
稷
の
存
亡
、生
靈
の
塗
炭
、
都
て
問
は
す
、只
こ
喬
を
捉
了
せ
ん

こ
ε
を
恐
る
、見
る
可
し
借
大
好
悪
を
識
ら
ざ
る
を
ε
、
余
之
を
讀
み
、夜

餐
の
頃
に
方
り
、覺
え
す
噴
飯
、盤
に
滿
つ
、因
て
謂
ふ
假
し
牧
之
を
し
τ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

置
一



sob2
解

　
　
　
　

旺

本

詩

話
叢

書

聞
》之
、則

必

賞
捧

腹

絶

倒
一矣
、杜

結

句

流

暢

婉

麗
、不
v渉
二理

路
(其

妙

正

在
亀阿

堵

中
納措

大

不
F識
"

好

悪
叫彦

周

自

言
。

○

楊

用

脩

日
、髭

頴

黄

鶴

樓
賦

體

多
、沈

栓

期

獨

不

見
、比

興

多
、以
鱒書

家

法
論

v之
、沈

詩

披

痲

皴
、崔

詩

大

斧

劈

破

也
、可
v謂
昌知

言
冖矣
、蓋

沈

詩

巧

密
建

詩

開

山
、崔

詩

踈

宕
、古

風

遐

調
、崔

氣

勝
レ韻
沈

韻

勝
v氣
、二

詩

實

難

優

劣
『

○

白

樂

天

詩
、離

離

原

上
、艸
、
一
歳

一
枯

榮
.野

火

燒

不
v鑑
、春

風

吹

叉

生
、顧

況

深

稱
v之
、眞

佳

句

也
、且

藹

然

其

言
、温

厚

和

夲
、興
失

詩

爲
識

者
一異

矣
、宜

公

之

長

世

也
。

○

韓

退

之

云
、齊

梁

及

陳

隋
、衆

作

等
二蝉

噪
肉余

謂

昌

黎

砥
柱

衰

運
一超

然

復
v古
、要
レ之

立

宗

之

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

五
ご

之
を
聞
か
し
の
ば
、則
必
當
に
捧
腹
絶
倒
す
べ
し
、杜
か
結
句
流
暢
婉
麗
、

理
路
に
渉
ら
す
、
其
の
妙
は
正
に
阿
堵
の
中
に
在
り
、措
大
好
悪
を
識
ら

す
ε
は
、彦
周
自
ら
言
ふ
な
り
Q

○
楊
用
脩
日
、
崔
頴
か
黄
鶴
樓
は
賦
體
多
し
、沈
栓
期
か
獨
不
見
は
比
興

多
し
、書
家
の
法
を
以
て
之
を
論
す
る
に
、沈
か
詩
は
披
庶
皴
、擢
か
詩
は

大
斧
劈
破
な
り
書
、知
言
ご
謂
ふ
可
し
、葢
、
沈
か
詩
は
巧
蜜
、律
詩
の
開

山
、崔
か
詩
は
疎
宕
,古
風
の
遺
調
、罎
は
、氣
、韻
に
勝
つ
、沈
は
韻
、氣
に

勝
つ
、二
詩
實
に
優
劣
し
難
し
o

○
白
樂
天
か
詩
に
、「離
々
た
る
原
上
の
艸
、

一
歳

一
枯
榮
、野
火
燒
き
盡

さ
す
、春
風
吹
い
て
又
生
す
」
、顧
況
、深
く
之
を
稱
す
、
眞
に
佳
句
な
り
、

且
つ
藹
然
た
る
其
の
言
、温
厚
和
李
、夫
の
詩
を
讖
ご
爲
す
者
霊
異
な
り
、

宜
な
り
公
の
長
世
せ
る
こ
ご
や
。

○
韓
退
之
云
ふ
、「
齊
梁
及
び
陳
隋
、衆
作
は
嬋
蠑
に
等
し
」
ご
、余
謂
へ
ら

く
昌
黎
衰
蓮
に
砥
桂
し
、超
然
ε
し
て
古
に
復
す
,
之
を
要
す
る
に
立
宗



幺509

論
、不
v能
v不
v爾

耳
、楊

仲

弘

日
、詩

當
雫取
鵠材

於

選
州

效
・注

於

唐
P許

彦

周

日
、昌

黎

此

語
、吾

不
敢

議
噂

亦

不
隔敢

從
嚇有
ド昧

哉
。

○

司

塞

圖

興

主

駕
書

評
v詩

日
、國

初

雅

風

特

盛
、沈

宋

始

興

之

後
、傑

出

江

寧
、宏

思

至
"季

杜
ハ

極

矣
、右

丞
・蘇

州
、趣

味

澄

夐
、若
昌清

流

之

貫
7遠
.

大

暦

十

數

公
、抑

叉

其

次
、元

白

力

勍

而

氣

孱
、

乃

都

市

豪

佑

耳
.劉

夢

得
・楊

亘

源
、亦

各

有
勝

會
↓浪

仙
.無

可
、劉

得

仁

輩
、時

得
隹

致
赤

足
v滌

v煩
、厥

後

所
レ聞

褊

淺

矣
、司

室

此

論
、可
v謂
草

鍛

矣
、但

時

屬
闘衰

運
調

浩
一蒔

流
赤

可
憎

也
。

○

楊

用

脩

日
、許

渾

蓮

塘

詩
、此

丁

卯

集

中

第

一
、而

選

者

不
y知
取

他

韋

莊

憶

昔
.羅

隱

梅

花
、

李

郢

上
昌裴

晉

公
↓皆

晩

唐

絶

唱
、可
雫與
鴨盛

唐
醸

　
　
　
　

丹

丘
詩

詞

卷

下

の
論
、爾
ら
ざ
る
能
は
ざ
る
の
み
、揚
仲
弘
日
、詩
は
當
に
材
を
選
に
取
O

法
を
唐
に
效
ふ
べ
し
ご
、許
彦
周
日
、
昌
黎
か
此
の
語
、吾
敢
て
議
せ
す
、

亦
敢
て
從
は
す
ご
、味
ひ
有
る
か
な
。

○
司
察
圖
の
王
駕
に
與
ふ
る
書
に
、
詩
を
評
し
て
日
、國
初
雅
風
特
に
盛

な
り
,沈
宋
始
め
て
興
る
の
後
、傑
出
江
寧
、
宏
思
李
杜
に
至
て
極
る
、右

丞
蘇
州
、趣
味
澄
隻
,清
流
の
蓬
き
を
貫
ぬ
く
か
若
し
、
大
暦
の
十
數
公
、

抑
も
又
其
の
次
な
り
、元
白
は
力
勍
し
て
氣
屏
、乃
都
市
の
豪
估
の
み
、劉

夢
得
,楊
亘
源
、亦
各
、勝
會
有
り
、
浪
仙
・無
可
・劉
得
仁
か
輩
、
時
に
佳

致
を
得
、亦
煩
を
滌
ふ
に
足
る
、厥
の
後
は
聞
く
所
褊
淺
な
り
ざ
、司
室
が

此
の
論
、卓
識
ε
謂
ふ
可
し
、
但
、時
嚢
蓮
に
屡
し
、調
、時
流
に
沿
ふ
、亦

惜
む
可
き
な
り
。

○
楊
用
脩
日
、許
渾
か
蓮
塘
の
詩
、此
れ
丁
卯
集
中
の
第

一
な
り
、而
し
て

…選
者
取
る
を
知
ら
す
、飽
の
韋
莊
の
憶
昔
.羅
隱
の
梅
花
、
李
郢
の
裴
晉
公

に
上
る
、皆
晩
唐
の
繦
唱
、
盛
唐
ご
崢
蠑
す
可
し
、惟
・百
眼
の
者
之
を
知

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　

盂
三
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日

本

詩
詰

叢

書

蠑
"惟

亘

眼

者

知
v之
、余

謂

此

四

詩
、固

鐵

中

錚

錚
、要
レ之

不
v及
昌錢

劉

之

調
叫何

論
翼

上
晒用

脩

喜

嬬
鵡僻

論
n豈

具
髭正

法

眼
一者

耶
。

○

詩

不
v可
馳強

解

不
v可
昌淺

解
雇

優

柔

厭

飫
、久

而

乃

得
、此

其

眞

味
、從

來

解

社

詩

者
、數

十

百

家
奉

皆

措

大

穿

鑿

附

會
、謬

妄

居
v宇
何

足
取

哉
陶

靖

箚

好
二讀

書
叫不
レ求
甚

解
賊此

眞

善

讀
v書

者
、余

故

謂
、吟
v詩

不
レ求
甚

解
門此

眞

善

解
v詩

者
、

○

兩

漢

古

詩
、氣

象

混

沌
、無
昌迹

可
7求
、而

豈

枯

淡

無

味

之

謂

哉
、梅

酸

李

苦
、自

然

天

味
、不
レ假
昌

製

造
剛各

可
昌人

旦

魏

人

質

勝
昌其

交
叫繼
冖響

爾

漢
嚇

但

時

露
其

才
"頗

出
昌有

意
嚇比
「乏

爾

漢
唱覺
v隔
=

層
一焉
。

〇

六

言
、詩

人

賦

詠

之

餘
、扁

什

稀

少
、不
v足
"論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
四

ら
ん
ピ
、余
謂
ふ
此
の
四
詩
、固
よ
り
鐵
中
の
錚
々
、之
を
要
す
る
に
錢
劉

の
調
に
及
ば
す
、何
ぞ
其
の
上
を
論
ぜ
ん
ε
、用
脩
喜
で
僻
論
を
爲
す
,豈

に
正
法
眼
を
具
ふ
る
者
な
ら
ん
や
。

○
詩
は
張
解
す
可
か
ら
す
、
淺
解
す
可
か
ら
す
、唯
・優
柔
厭
飫
、久
く
し

て
乃
ち
得
、此
れ
其
の
眞
味
な
り
、從
來
杜
詩
を
解
す
る
者
、
數
十
百
家
、

率
ね
皆
措
大
の
穿
擦
附
會
,謬
妄
雫
に
居
る
、何
ぞ
取
る
に
足
ら
ん
や
、陶

靖
節
、
讀
書
を
好
み
、
甚
解
を
求
め
す
、此
れ
眞
に
善
く
書
を
讀
む
者
な

り
、余
故
に
謂
ふ
、
詩
を
吟
じ
て
甚
解
を
求
め
す
、
此
れ
眞
に
善
く
詩
を

解
す
る
者
な
り
。

○
兩
漢
の
古
詩
、
氣
象
混
沌
、迹
の
求
む
可
き
無
し
、
而
も
"豆
に
枯
淡
無

味
の
謂
な
ら
ん
や
、
梅
酸
李
苦
、
自
然
の
天
味
、
製
造
を
假
ら
す
し
て
、

各
監人
口
に
可
な
り
、魏
人
は
質
,
其
の
文
に
勝
ち
、
響
を
兩
漢
に
櫞
く
、

但
、特
に
其
才
を
露
し
、頗
有
意
に
出
つ
、
之
を
爾
漢
に
比
す
れ
ば
、
一
暦

を
隔
つ
る
を
覺
ゆ
o

〇
六
言
は
、
詩
人
賦
詠
の
餘
、
篇
什
稀
少
、論
逑
す
ろ
に
足
ら
ず
,唯
・
王



0
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邇
雇

王

維

田

園

樂
、句

法

變

化
、典

實

古

雅
、最

可
飾

法
刈

O

亠
ハ
言

律
、唐

人

絶

少
、品

彙

中

纔
.收
二數

首
↓惟

韓

翊

淦
E陳

明

府

赴

潅̀

南
凸典

暢

雅

麗
、甚

可
v法

也
、葢

六

言

律

不
v難
中

聞

二

聯
↓起

結

最

難

韓

起

結

倶

佳
、故

自

濯

濯
。

○

洪

容

齋

隨

筆

日
、梟

甫

冉

集

中

所
v載
、張

繼

h奉

寄

亠
ハ
普
貸
詩

一
首
、冉

酬
v之

詩

席
冖
日
、㎜懿

孫
、予

之

舊

好
↑、祗
二役

武

日貝
有
昌亠
ハ
雪
口
詩

見
7檣
悶、A
「
以
晶七

言
裁

答
、蓋

拙
v事

者
、繁

而

費
、冉

之

意
、以
気

言

難
7工
、故

衍

爲
二七

言
一答
v之
、然

自

又

有
尓

江

懐
・

靈

一
上

人

等
輔三

篇
P皆

清

絶

可
v畫
、非
拙

而

不
隔

v能

也
、予

編
昌唐

人

絶

句
凸得

、七

言

七

千

五

百

首
、

五

言

二

千

五

百

首
↓合
爲
恥
禺
首
↓而

⊥
ハ
言

不
v滿
目μ

　
　
　
　
　
普

丘
詩

話

卷

下

維
の

田
園
樂

、句

法
變

化
、
典
實

、古

雅

、最

、
師
法

こ
す

べ
Q
し

〇
六
言
律
、唐
人
絶
え
て
少
し
、
品
彙
の
中
纔
に
數
首
を
收
む
、惟
韓
翊
の

陳
萌
府
が
淮
南
に
赴
ぐ
を
迭
る
、
典
暢
推
麗
、
甚
だ
法
ε
る
可
き
な
り
,

葢
、六
言
律
は
、中
聞
二
聯
を
難
し
ミ
せ
す
、
起
結
最
も
難
し
、韓
か
起
結

倶
に
佳
、故
「に
自
ら
濯
々
た
り
。

○
洪
容
齋
隨
筆
に
日
、
皇
甫
再
か
集
中
に
載
す
る
所
の
、帳
繼
奉
寄
の
六

言
の
詩

一
首
、冉
之
に
酬
ゆ
る
詩
序
に
日
、懿
孫
は
予
の
舊
好
、武
昌
に
祗

役
す
、六
言
の
詩
憶
は
る
L
有
り
、今
七
言
を
以
て
裁
答
す
、葢
事
に
拙
な

る
者
は
、
繁
に
し
て
費
ε
、冉
の
意
六
言
は
工
な
り
難
き
を
以
て
、
故
に

術
し
て
七
言
ε
爲
し
て
之
に
答
ふ
、然
れ
ど
も
自
、又
、小
江
に
靈

一
上
人

等
を
懐
ふ
三
篇
有
り
、皆
清
絶
叢
く
可
し
、
拙
に
し
て
能
は
ざ
る
に
非
る

な
り
、予
唐
人
の
絶
句
を
編
し
、七
言
七
千
五
百
首
、五
言
二
千
五
百
首
を

得
、合
せ
て
萬
首
ε
爲
す
、而
し
て
六
言
は
四
十
に
滿
た
す
、信
な
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
五
灘
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日

本

詩

話

叢

書

四

十
嚇信

乎

其

難

也
、余

謂

六

言

固

難
、而

未
レ若
轟

七

言

之

難
哉

六

言
、庸

工

可
昌以

藏
v拙
、七

言
、大

匠

不
γ可
昌以

掩
7蝦
、宜

唐

人

専
二精

七

言
叫欠
昌工

六

言
納有
v旨

哉
、

○

斐

迚
、孟

城

拗
、詞

極

古

拙
、寄

慨

不
v淺
、劉

須

溪

評

云
、未
v爲
昌不

佳
翼

二王

維

相

去

遠

甚
、余

謂

二

詩

屬

詞

不
v同
、寓

戚

各

異

未
v易
昌優

劣
『

○

敖

子

發

日
、李

太

白
、越

中

懷

古
、韓

退

之
、游
賦

曲

江
寄

鵡白

舍

ム

元

微

之
、劉

阮

天

台
、皆

以
昌落

句
轉

合
、有
鰰抑

揚
門有
二開

闔
門此

格

唐

詩

中

亦

多

不
v得
、余

謂

落

句

轉

合

最

難

青

蓮

結

句
、用
v意

入
v神
、而

更

自

淒

婉
、固

是

千

古

絶

調
、韓

元

Ψ二

公
、頗

背
蓿

行
嚇且

意

盡
畠句

中
嚇趣

乏
聯」言

外
「未
v可
価一

竝

論
}也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

五
六

其
の
難
き
や
余
謂

へ
ら
く
六
言
斟
に
難
し
、而
も
未
だ
七
言
の
難
き
に
若

か
す
、
故
に
六
言
は
、
庸
…工
以
て
拙
を
藏
す
可
し
、七
言
は
、
大
匠
以
て

瑕
を
掩
ふ
可
か
ら
す
、
宜
な
り
唐
人
の
精
を
七
言
に
專
に
し
、工
を
六
言

に
欠
く
ε
、旨
有
る
か
な
。

○
裴
遖
が
孟
城
拗
、詞
極
め
て
古
拙
、寄
慨
淺
か
ら
す
、劉
須
溪
か
評
に
云

ふ
、未
だ
不
佳
ご
爲
さ
ざ
る
も
、王
維
ご
相
去
る
こ
ぐ〕遠
き
甚
し
ご
.余
謂

へ
ら
く
、二
詩
屡
詞
同
じ
か
ら
す
、寓
感
各
,
異
り
、未
だ
優
芳
し
易
ら
す
。

Q
敖
子
發
日
、李
太
白
か
越
中
懷
古
、
韓
退
之
が
曲
江
に
游
び
自
舍
人
に

、

寄
す
、元
微
之
が
劉
阮
天
ムロ
、皆
落
句
を
以
て
轉
合
す
、
抑
揚
有
り
、開
闔

有
り
、此
の
格
、唐
詩
の
中
、亦
多
く
得
す
、余
謂
へ-ら
く
、落
句
轉
A
昌
取
難

.し
、
青
蓮
が
結
句
、
意
を
用
ふ
る
こ
ε
紳
に
入
る
、而
し
て
更
に
自
ら
淒

婉
、固
に
是
れ
千
古
の
絶
調
、韓
元
二
公
、頗
る
當
行
に
背
く
、且
つ
意
、句

中
に
盡
き
、趣
、言
外
に
乏
し
、未
だ
竝
論
す
可
か
ら
さ
る
な
り
。
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σ

何

仲

默

日
、右

丞

他

詩

甚

長
、獨

古

作

不
v逮
丶

蓋

自
漢

魏
一後
、而

風

雅

渾

厚

之

氣
、室

有
昌存

者
叫

右

丞

以
昌清

婉

峭

拔

之

才
コ

起

而

綽

然
、宜

乎

嘔

就
v速

而

未
昌之

深

造
輪也
、余

謂

右

丞
、古

調
、固

不

レ能
v越
唐

調

而

清

室

聞

遽
、比
昌之

蘇

州
更

覺
「一自

在
嚇吾

願

學
v之
。

○

古

人

論
昌同

時

之

毀

譽
嶋多

遏
二其

實
↓未
v可
昌即

信
一也
、李

觀

諦
孟

郊

詩

日
、高

處

在
v古

無
y上
、下

顧
昌
二

謝
輔云
、韓

文

公

逡

序

日
、孟

郊

束

野

始

以
昌

其

詩

鳴
、其

高

蹕

魏

賛

不
レ懈

而

及
「於

古
芙

郊

詩

清

痩

古

質
、固

是

作

家
、然

謂
昌之

無

上
嚇或

稱

財蹕

魏

晉
↓亦

甚

過

矣
、又
"劉

長

卿

嘗

謂
、今

人

稱
、

前

有
二沈

宋

李

杜
叫後

有
錢

郎

劉

李
↓李

嘉

茄
・朗

士

元
湘何

得

與

v余

竝

驅
叫叉

楊

烱

謂
、吾

愧
v在

盧

　
　
　
　
　
丹

丘
詩

話

卷
下

σ
何
仲
默
日
、右
丞
か
他
詩
甚
長
す
、獵
古
作
は
逮
ば
す
、葢
し
漢
魏
よ
ゆ

後
、
風
稚
渾
厚
の
氣
室
く
存
す
る
者
有
り
、
右
丞
、清
婉
峭
拔
の
才
を
以

て
,
一
起
し
て
綽
然
た
り
、
宜
な
る
か
な
速
に
就
き
て
未
だ
之
に
深
く
造

ら
ざ
る
な
り
、余
謂
へ
ら
く
右
丞
の
古
調
、
固
よ
り
唐
調
に
越
ゆ
る
能
は

す
、
而
し
て
清
室
間
遠
、之
を
蘇
州
に
比
す
る
に
、更
に
自
在
を
覺
ゆ
、吾

願
く
ば
之
を
學
ば
ん
。

0
古
人
、同
時
の
毀
譽
を
論
す
る
、多
く
は
其
の
實
に
過
ぐ
、未
だ
郎
ち
信

す
可
か
ら
ざ
る
な
り
、李
觀
、孟
郊
の
詩
を
論
じ
て
日
、高
處
古
に
在
て
上

無
し
、下
、二
謝
を
顧
み
る
ミ
云
ふ
、韓
文
　公
の
途
序
に
日
、
孟
郊
東
野
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
ずりお

め
て
其
の
詩
を
以
て
を
鳴
る
、
其
の
高
き
魏
晉
に
出
づ
、懈
ら
ざ
れ
ば
而

ち
古
に
及
ぼ
ん
霊
、
夫
れ
郊
か
詩
、清
痩
古
質
、
周
に
是
れ
作
家
な
り
、然

ど
も
之
を
無
上
ε
謂
ひ
、或
は
魏
晉
に
出
づ
ミ
稱
す
、亦
甚
だ
過
ぎ
た
り
.

叉
劉
長
卿
嘗
て
謂
ふ
、今
人
稱
す
、
前
に
沈
宋
李
杜
有
り
、
後
に
錢
郎
劉

李
有

、奎
詑

・塑

元
、
桐
ぞ
余
蟲

び
驅
す
る
を
得
舎

、蕎

烱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
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日

本
詩

話

叢

書

前
哨恥
v居
鞠主

後
構之

類
、亦

皆

不
v免
昌軒

輊
輔焉
、具

眼

者

自

知
γ之
。

○

張

子

容

遞
"丙

兄

李

録

事

歸
散

里

云
、十

年

多

難

與
v君

同
、幾

處

移
v家

逐
轉

蓬
百

首

相

逢

征

戰

後
、青

春

已

過

亂

離

中
"行

人

杏

杏

看

西

旦

歸

馬

蕭

蕭

向
二北

風
晒漢

水

楚

雲

千

萬

里
、天

涯

此

別

恨

無
V窮
、調

雖
二稍

弱
ハ流

暢

清

婉
、亦

佳

作

也
、諸

家

之

選

遺
レ之
、大

抵

三

唐

詩

選
或

失
轟

之

寛
或

朱

一之

嚴
讃

者

無
v眩
唖多

岐
叫公

爲
騨折

衷
晒

則

庶

幾

不
v負
昌作

者
『

へ

○

韋

蘇

州

詩
、以
昌古

淡
一矯
v俗
、僧

皎

然

嘗

以
脚數

解

駕
v贄
、韋

心

疑
v之
、明

日

叉

録
二舊

製

以

見
、始

被
墨領

略
百

、人

各

有
v長
、蓋

自

天

・分
、子

而

僞
v我

失
昌故

歩
幅矣
.但

以
防

諧

自

名

可

也
、皎

然

乃

服
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
八
　
　
,

謂
ふ
、吾
は
盧
か
前
に
在
る
を
愧
ぢ
、王
か
後
に
居
る
を
恥
つ
る
の
類
、亦

皆
軒
輊
を
免
れ
す
、具
眼
の
者
自
ら
之
を
知
ら
ん
。

○
張
子
容
、内
兄
李
録
事
が
故
里
に
歸
る
を
遘
る
に
云
ふ
、「
十
年
多
難
君

電
同
し
、幾
處
か
家
を
移
し
て
轉
蓬
を
逐
ふ
、自
首
相
逢
ふ
征
戰
の
後
、青

春
己
に
過
ぐ
亂
離
の
中
、
行
人
沓
々
西
日
を
看
る
、歸
馬
蕭
々
北
風
に
向

ふ
、
漢
水
楚
雲
千
萬
里
、
天
涯
此
の
別
れ
恨
み
窮
り
無
し
」
ご
、調
稍
、弱

し
ご
雖
、流
暢
清
婉
、亦
佳
作
な
り
、諸
家
の
選
、之
を
遺
せ
り
、大
抵
三
唐

詩
選
、或
は
之
を
寛
に
失
し
、或
は
之
を
嚴
に
失
す
、讀
者
多
岐
に
眩
す
る

無
く
、公
に
折
衷
を
爲
さ
ば
、則
庶
幾
く
ば
作
者
に
員
か
ざ
ら
ん
。

○
韋
蘇
州
の
詩
、古
淡
を
以
て
俗
を
矯
む
、
僧
皎
然
嘗
て
數
解
を
以
て
蟄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
しめ

霊
爲
す
、韋
、心
に
之
を
疑
ふ
、明
日
又
舊
製
を
録
し
て
以
て
見
す
、
始
め

て
領
略
せ
ら
る
、日
、人
各
長
有
り
、葢
、自
ら
天
分
な
り
、子
に
し
て
我
を

爲
さ
ば
放
歩
を
失
は
ん
、
但
、所
諧
を
以
て
台
ら
名
け
て
可
な
り
ε
.較
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余

謂
、此

論

有
レ盆
轟於

詩

學

也
、蓋

才

質

異
v途
。紳

用

或

別
、子

美

不
v能
v爲
昌太

自

之

飄

逸
叫大

臼

不

γ能
レ爲
嚇手

美

之

沈

鬱
嚇各

學
"㌦其

性

斯
7近
、亦

詩

道

捷

徑

也
。

○

杜

工

部

歌

行
、縱

横

變

化
、無
v容

擬

議
ハ但

晩

年

諸

作
、眞

率

不
γ采
、似

ネ

γ戒
v章

者
↓亦

是
、大

家

常

態
學

者

當
卞去
昌其

牝

牡
唱效
甲其

紳

駿
占矣
、于

鱗

稱
、七

言

歌

行
、惟

子

美

不
v朱
初

唐

氣

格
羅

横

有
v之
、亦

唯

謂
昌其

合

作
麟耳
。

○

劉

貢

父

日
、詞

人

以
離也

字
"作
夜

音
晒杜

云
、青

袍

也

薗
v公
、自

公

云
、也

向
一慈

恩

寺

裡
一游
、不
v可
昌

如
v字

讀
哨也
、余

謂
、大

抵

唐

音

與
昌今

音
一不
v同
、後

世

字

書
、亦

多
掛

漏
熟

唐̀

詩
一者

自

知
v之
。

○

叉

日
、歐

陽

永

叔

日
、知
昌梅

罍

兪

詩
一者

莫
v如

　
　
　
　
　
丹

丘

祷

話

巻

下

然
乃
服
す
、余
謂

へ
ら
く
、此
の
論
、詩
學
に
盒
有
り
、葢
、才
賢
途
を
異
に

し
、
祕
用
或
は
別
な
り
、
子
美
は
太
自
の
飄
逸
を
爲
す
能
は
す
、太
白
は

子
美
の
沈
鬱
を
爲
す
能
は
す
、
各
・其
の
性
の
近
き
所
を
學
ぶ
は
、
亦
詩

道
の
捷
徑
な
り
。

○
杜
工
部
か
歌
行
、縱
横
燮
化
、
擬
議
を
容
る
こ
ε
無
し
,
但
晩
年
の
諸

作
、
眞
傘
に
し
て
釆
あ
ら
す
、章
を
成
さ
ざ
る
者
に
似
た
り
、
亦
是
れ
大
.

家
の
常
態
、學
者
當
に
其
の
牝
牡
を
去
り
て
、其
の
祕
駿
に
效
ふ
べ
し
,于

鱗
稱
す
、
七
言
歌
行
、惟
、
子
美
の
み
,初
唐
の
氣
格
を
失
は
す
、
縱
横
之

れ
有
り
ε
、
亦
唯
、
其
の
合
作
を
謂
ふ
の
み
。

○
劉
貢
父
日
、詞
人
、也
の
字
を
以
て
夜
の
音
ご
作
す
、
杜
云
ふ
、青
袍
朧

公
よ
り
す
、白
公
云
ふ
、也
た
慈
恩
寺
裡
に
向
つ
て
游
ぶ
、字
の
如
く
讀
む

可
か
ら
ざ
る
な
り
、
余
謂
へ
ら
く
大
抵
唐
音
ご
今
昔
ご
同
じ
か
ら
す
、後

世
の
字
書
、亦
掛
漏
多
し
、唐
詩
に
熟
す
る
者
自
ら
之
を
知
ら
ん
Q

○
叉
日
、歐
陽
永
叔
日
、梅
聖
兪
か
詩
を
知
る
者
は
某
に
如
く
は
莫
し
、然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
九



　
　
　
　
　
　

日
本

詩

話

叢

害

　

v某

、然

聖

兪

李

生

所

昌自

負

者

、皆

某

班

v不
v好
、聖

鵬　
　
兪

所

卑

下
者

、皆

某

所

稱

箕

知

心

賞

音

之

難

　
　
如
v此
、其

評
昌古

人

之

詩

得
v無
v似
v之

乎
、余

嘗

投
`

　
　
舊

稿

於

一
友

人
↓索
二其
、賞

鑒
ハ友

人

素

知
v詩

者
、

　
　
褒

貶

最

多
、而

余

所
昌得

意
嚇他

不
v加
v賞
、余

所
厭

　
　
棄
彼

甚

稱

揚
、斯

知

賞

昔

之

難

古

今

無

一二

鏨

　
　
也
。

　
　
○

宋

名

家

王

荊

公
・歐

陽

公
・蘇

東

坡
・黄

山

谷
.

　
　
陳

簡

齋
・陸

放

翕

之

類
、格

調

氣

韻
、各

自

不
v同
.

　
　
比
昌之

唐

人
ハ共

隔
二

大

劫
(何

者

其

才

學

識

見
、

　

一
爲
昌之

祟
一也
、夫

丈

關
気

運
n固

也
、宋

雖
v不
レ能
v混
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

　
　

一
宇

内
天

宗

仁

宗

之
治
、孃
昌美

於

漢

唐

之
雖

　
　
矣
、歐

蘇

諸

公
之

文
.蚊
轍

於

韓

柳

之

古
h豈

氣

乳
　
蓮

之

謂

哉

亦

唯

學

不
ツ得
其

方
一也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
〇

ミ
も
聖
兪
夲
生
自
負
す
る
所
の
者
は
、
皆
某
の
好
ま
さ
る
所
、聖
兪
か
卑

下
す
る
所
の
者
は
、
皆
某
の
稱
賞
す
る
所
ざ
,知
心
賞
膏
の
難
き
此
の
如

し
、其
の
古
人
の
詩
を
評
す
る
、
之
に
似
た
る
無
き
を
得
ん
や
、
余
嘗
て

舊
稿
を

一
友
入
に
投
じ
、其
の
賞
鑒
を
索
む
、友
人
素

よ
り
詩
を
知
る
者
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

かれ

褒
貶
最
多
し
、而
し
て
余
の
得
意
ご
す
る
所
、
他
、賞
を
加
へ
す
、余
の
厭

棄
す
る
所
、彼
、
甚
稱
揚
す
、斯
に
知
る
賞
昔
の
難
き
、古
今
二
致
無
き
こ

ε
を
。

○
宋
の
名
家
王
荊
公
・歐
陽
公
・,蘇
東
坡
・
黄
山
谷
・陳
簡
齋
・陸
放
翕
の
、

類
、格
調
氣
韻
、各
艦
自
ら
同
じ
か
ら
す
、
之
を
唐
人
に
比
す
る
に
、
一
大

・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

にしリ

劫
を
隔
つ
、何
ε
な
れ
ば
其
の
才
學
識
見
、之
れ
か
祟
を
爲
す
な
り
、夫
れ

文
は
氣
蓮
に
關
す
る
、
固
よ
り
な
り
、
宋
宇
内
を
混

一
す
る
能
は
す
ε

雖
、太
宗
・仁
宗
の
治
、美
を
漢
唐
の
盛
に
纔
ぶ
、歐
蘇
諸
公
の
文
、轍
を
韓

柳
の
古
に
竝
ぶ
、
豈
、氣
蓮
ご
之
れ
謂
は
ん
や
、
亦
監
唯
竃學
其
の
方
を
得

ざ
れ
ば
な
む
。
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○

辛

文

房

唐

才
子

傳
、品

隲

頗

有

精

理
叫其

論
`

詩

題

日
、嘗

譲

逡

牛

沈

謝

諸

公

詩

有
v題
三新

安

江

水

至

清
、淺

深

見
v底
、貽
嵩京

邑

游

好
↓及

石

門

新

營

所

住
、四

面

高

山

回

溪
、石

瀬

茂

林

脩

竹
.

及

田

南

樹

園

激
v流

植
v緩
、.齋

中

讀

書
、南

樓

中

望

所

佐遲

客
嚇晩

登
二三

山
『還

望
齢一京

邑
一等

數

端
、皆

奇

崛

精

當
、冠
二絶

古

A
訊
無
下曾

發
二其

饂

奥
一者
"逮
二

盛

唐
哨沈
・宋
・獨

孤

及
・李

嘉

鮪
噂韋

應

物

等

諸

才

子

集

申
、往

往

各

有
昌數

題
凸片

言

不
v苟
、皆

不
v減
昌

其

風

度
叫此

則

無

傳

之

妙
、違

幽元

和

以

下
嚇佳

題

尚

罕
、況

於
v詩

乎
、立

題

乃

詩

家

切

要
、貴

在
晶卓

絶

清

新
納言

簡

而

意

足
、句

之

所
v到
、題

必

懣
v之
、

中

無
"失

節
噛外

無
餘

語
門此

可
▼與
哺智

者
一商

確
占云
、

余

謂
.此

論

精

當
、可
呂以

爲
二立

題

程

法
然

唐

人

　
　
　
　

冊

丘
詩

鰭

卷

下

○
辛
文
房
の
唐
才
子
傳
、品
隲
頗
精
理
有
り
、其
詩
題
を
論
じ
て
日
、嘗
て

選
中
沈
謝
諸
公
の
詩
を
讀
も
に
、新
安
江
水
至
て
清
く
、淺
深
底
を
見
る
、

京
邑
の
游
好
に
貽
る
ε
題
す
る
有
り
、及
び
石
門
新
營
の
所
住
、
四
面
高

由
回
溪
、石
瀬
茂
林
脩
竹
あ
り
、及
び
田
南
の
樹
園
に
、流
を
激
し
椶
を
植

　

　
　
　
　

　
　
　

ま

う
、齋
中
讀
書
。
南
樓
中
遲
つ
所
の
客
を
望
む
、晩
に
三
山
に
登
り
、還
た

京
邑
を
望
む
等
の
數
端
、皆
奇
崛
精
當
、古
今
に
冠
絶
す
、曾
て
其
の
饂
奥

を
發
す
る
者
無
し
、盛
唐
に
逮
び
。沈
・宋
・獨
孤
及
・李
嘉
祐
・
韋
應
物
・等

諸
才
子
の
集
中
、往
々
各
、數
題
有
り
、片
言
苟
も
せ
す
,
皆
其
の
風
度
に

減
ぜ
す
、此
れ
則
無
傳
の
妙
、元
和
以
下
に
逮
ん
で
、
佳
題
省
罕
れ
な
り
、

況
や
詩
に
於
て
を
や
、
立
遺
は
乃
ち
詩
家
の
切
要
、貴
き
は
卓
繦
清
新
に

左
り
、言
簡
に
し
て
意
足
り
、
句
の
到
る
所
,題
必
之
れ
を
盡
す
、中
に
失

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

轡

節
無
く
、外
に
餘
語
無
し
、此
れ
智
者
ご
商
摧
す
可
し
ミ
云
ふ
、余
謂
へ
ら

く
、此
の
論
精
當
、
以
て
立
題
の
程
法
霊
爲
す
べ
し
、
然
ど
も
唐
人
の
命

題
、
必
し
も
善
を
盡
さ
す
、
未
だ
此
の
言
に
稱
は
す
、但
覧
明
の
李
獻
吉
・

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

索̀
」
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日

本

詩
話

叢

書

命

題
、不
昌必

盡
ツ善
、未
y稱
昌此

言
嚇但

明

李

獻

吉
・何

仲

默
・李

于

鱗
・王

元

美

數

公
、手

薗

興
昌復

千

古

盛

運
6洗
轟滌

後

世

陋

態
叫簡

潔

精

當
、不
γ慎

繁

冗
ハ

乃

始

足
v稱
二此

言
一矣
、具

眼

者

自

知
v之

云
。

○

明

詩

繼
v唐
、只

伯

仲

之

間

而

巳
、然

流

派

最

多
、故

易
v肢
v人
、有
初

盛
一有
轟中

晩
爺

又

非
v若
昌唐

詩

界

限

塹

然
天

抵

李

本

寧
・胡

元

瑞

之

儔
已

入
「輛中

唐

樊

圃
「袁

中

郎
・鍾

伯

敬
・譚

元

春

之

徒
、

深

墜
晩

季

彊

畛
"甚

者

傳
薪

宋

人
晒詩

邁

之

衰

甚

矣
、陳

臥

子
・李

舒

章

之

徒

唱
v義

闢
v之
、而

力

微

任

大
、不
レ能
騨挽

貝

豈

不
v惜

乎
。

○

明

詩

之

選

數

十

家
、互

有

長

短
凸唯

陳

臥

子

選

頗

屮
㎝肯

綮
一而

峯

取
二李

淡

流

暢
↓未
v滿
躍人

意
↓

余

欲
鱒裁

定

補

刪
噛有
y志

不
集

。

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

滑
二

何
仲
默
・李
于
鱗
・王
元
美
の
數
公
、
手
自
ら
千
古
の
盛
運
を
興
復
し
、
後

世
の
陋
態
を
洗
滌
す
、簡
潔
猜
當
,繁
冗
を
煩
さ
す
、乃
始
め
て
此
の
言
に

稱
ふ
に
足
る
、
具
眼
の
者
自
ら
之
を
知
ら
ん
マ」云
。

○
明
詩
、唐
に
繼
く
、只
伯
仲
の
聞
の
み
、
然
れ
ε
も
流
派
最
多
し
、故
に

人
を
眩
し
易
し
,初
盛
め
り
、中
晩
あ
り
、而
し
て
叉
唐
詩
の
界
限
塑
然
た

る
か
若
き
に
非
す
,
大
羝
李
本
寧
・胡
元
瑞
の
儔
、
已
に
中
唐
の
樊
圃
に

入
る
、
袁
中
郎
・鍾
伯
敬
・譚
元
春
の
徒
、
深
く
晩
季
の
疆
畛
に
墜
つ
、甚

し
き
は
宋
人
に
傳
薪
す
.
詩
道
の
衰
ふ
る
甚
し
、陳
臥
子
・李
舒
章
の
徒
、

義
を
唱
へ
て
之
を
闢
く
、而
も
力
微
に
任
大
に
し
て
、挽
回
す
る
能
は
す
、

貴
惜
し
か
ら
す
や
o

○
明
詩
の
選
數
十
家
、互
に
長
短
有
り
、唯
,陳
臥
子
の
選
、
頗

る
賁
粱
に

中
る
、而
し
て
率
ね
夲
淡
流
暢
を
取
る
,未
だ
人
意
に
滿
た
す
,余
裁
定
補

謝
せ
ん
ε
欲
す
、志
有
り
て
果
さ
す
。



2G19

○

胡

元

瑞

評
論

唐

詩
「的

自

精

確
、無
以

迦
曲焉
、

但

於
軸萌

人
「頗

阿
其

所
ツ好
、與

奪

過
v實
、後

學

愼

簡
輔擇

之
苛

也
。.

○

胡

元

瑞

毎

抑
鵡濟

南
哺而

揚
郵

郡
陳

臥

子

偏

排

奪

州
一而

専

推

滄

溟
ハ要
v之
、偏
一重

一
隅

非

論

篤
也

、余

謂

于

鱗

不
レ如
し
兀
美

之

博

大
叫元

美

不

如
昌于

鱗

之

高

華
『

○

李
,舒

章

日
、元

美

諸

體
、似
レ不
甚

長
嚇惟

七

言

律

之

妙
、華

動

富

盗
掩

二映

時

輩
ハ不
v愧
」一宗

工
夷

誚
昌瑯

堺

以
畠諸

體

不

甚

長
唱寃

哉
、瑯

瑯

而

不
v長
、

則

長

者

幾

希
。

O

算̂
州

詠

物

亠
ハ
十

い百
、體

格

卑

免
・、中

晩

色

相
、

于

鱗

華

山

四

首
、整

練

沈

渾
、千

秋

絶

調
、而

元

瑞

謂
、予

鱗

四

首

之

内
、軌

轍

巳

窘
、元

美

百

篇

　
　
　
　

薄

丘
詩

話

饗

下

0
胡
元
瑞
、
唐
詩
を
評
論
す
る
、
的
自
精
確
、以
て
加
ふ
る
無
し
、但
,
明

人
に
於
て
頗
其
の
好
む
所
に
阿
る
、與
奪
實
に
過
ぐ
、
後
學
愼
ん
で
之
を

簡
擇
し
て
可
な
り
。

O
胡
元
瑞
、毎
に
濟
南
を
抑
へ
て
瑯
嬲
を
揚
ぐ
,
陳
臥
子
偏
に
弁
州
を
排

し
て
專
ら
搶
溟
を
推
す
、
之
を
要
す
る
に
、
一
隅
に
偏
重
す
、
論
篤
に
非

る
な
り
、余
謂
へ
ら
く
、
于
鰄
は
元
美
の
博
大
に
如
か
す
.
元
美
は
于
鱗

の
高
華
に
如
か
す
。

○
李
舒
章
日
、元
美
、
諸
體
、甚
長
ぜ
ざ
る
に
似
た
り
、帷
,七
言
律
の
妙
、

華
動
富
温
、時
輩
に
掩
映
し
、宗
工
に
愧
ぢ
す
ご
、夫
れ
瑯
瑯
を
誚
る
に
諸

體
甚
長
ぜ
ざ
る
を
以
て
す
。
冤
な
る
か
な
、瑯
瑯
に
し
て
而
し
て
長
ぜ
ざ

　
　

　
　
　

　

ずくなし

れ
ば
、則
長
す
る
者
幾
希
o

○
舁
州
の
詠
物
六
十
首
、體
格
卑

々
、
中
晩
の
色
相
、于
鱗
の
華
山
四
首
、

整
練
沈
渾
、千
秋
の
繦
調
、而
る
に
元
瑞
謂
ふ
、
于
鱗
四
首
の
内
、軌
轍
己

に
窯
す
、元
美
百
篇
の
外
、變
幻
未
だ
窮
せ
す
ご
、寃
な
る
か
な
。

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　

六
三



ti`LO2

　
　
　
　

日

本

詩
話

叢

書

之

外
、變

幻

未
v窮
、寃

哉
。

○

起

句

之

難

有
v
二
、壯

偉

者

易
昌粗

豪
(雅

淡

者

易

卑

弱
茗

流

哲

匠
、自
レ古

難
γ之
、惟
盒

州

諸

起

句
、鎔
邑天

然

于

百

練
叫操
獨

得

于

千

鈞
納千

秋

絶

技
、殆

難
得

而

可
7學

也
、今

畧

摘
乏

左

亥

令
勧

學

海
效

之
叫其

壯

偉

典

麗

者
、赤

日

浴
二澹

塰

青

天

横
二岱

宗
門西

來

天

地

圻
=、無

恙

大

行

城

洞

庭

八

百

里
、春

波

正

渺

茫
、玉

鏡

中

天

挂
、金

波

大

地

流
、十

萬

縹

姚

騎
、縱

横

大

漠

旁
、其

雅

淡

韻

度

者
、豈

必

在
昌丘

壑
叫居

然

無
昌俗

塵
喝洗

」卻

侯

家

態
一胡

牀

僅

薜

蘿
、莫
v問

除

書

意
「風

塵

彼

一
時
、

不
v辭
二盃

酒

醉
↓山

水

聾
君

操
明

○

老

杜

多

用
昌天

地

乾

坤

日

月

風

雨

等

字
門句

句

有
膨法
、于

鱗
・元

美

最

長

鱒善

學
ハ變

化

入
"紳
、今

六
四

O
起
句
の
難
き
二
有
り
、壯
偉
な
る
者
は
粗
豪
な
り
易
く
、
雅
淡
な
る
者

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

か

は
卑
翡
な
り
易
し
、名
流
哲
匠
、古
よ
り
之
を
難
た
ん
す
、惟
・・弁
州
か
諸

起
句
天
然
を
百
練
に
鎔
し
、獨
得
々
千
鈞
に
操
す
、千
秋
の
繩
俵
、殆
ん
ど

得
て
學
ぶ
可
き
難
し
、
今
略
、之
を
左
方
に
摘
し
、
初
學
を
し
て
之
を
法

效
せ
し
む
、
其
壯
偉
典
麗
な
る
者
は
、「
赤
日
搶
海
に
浴
し
、青
天
岱
宗
に

横
ふ
」
、「
西
來
天
地
拆
け
、
無
恙
な
り
大
行
城
」
、
「
洞
庭
八
百
里
、
春
波

正
に
渺
茫
」
、
「
玉
鏡
中
天
に
挂
り
、
金
波
大
地
に
流
る
」
、「
十
萬
嫖
姚
の

騎
、縱
横
す
大
漠
の
旁
」、其
の
雅
淡
に
し
て
韻
度
あ
る
者
は
、「
豈
必
丘
壑

に
在
ら
ん
や
、居
然
、
俗
塵
無
し
」
、「
侯
家
の
態
を
洗
卻
し
、胡
牀
僅
に
薜

蘿
」
、「除
書
の
意
を
問
ふ
こ
ε
莫
れ
、風
塵
彼
も

一
時
」
、「
盃
酒
の
醉
を
辭

せ
す
、山
水
君
か
操
を
盡
す
」
。

0
老
杜
多
く
天
地
乾
坤
日
月
風
雨
等
の
字
を
用
ふ
、句
々
法
あ
り
,于
鱗
・

元
美
.最
、善
學
に
長
す
、變
化
紳
に
入
る
、
今
持
の
人
、漫
用
法
無
し
、便
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時

之

人
、漫

用

無
v法
、便

是

傚
v顰
、不
v堪
翼

醜
岡

○

鼻

州

兄

弟

最

推
萌

卿
叫余

謂

明

卿

沈

著

流

暢
、間

入
昌中

唐
晒惟

醇

乎

醇

者
、止

濟

南

而

已

矣
。

○

李

獻

吉

七

言

絶

句
、饗
参

陵
一者

甚

多
、質

朴

古

拙
、各

自

逼
v眞
、亦

一
種

風

調
、宗

轅

文

誚
v不

歳

y章
、不
呂亦

寃
一乎
。

O

元

美

國

朝

詩

評
、鑒

裁

精

徹
、譬

喩

典

麗
、今

姑

擧
"其

數

家
百

、何

仲

默

如
嵩朝

霞

點
v水
、芙

藁

試
ツ風
、又

如
鴛西

施
・毛

艢
、無
v論

才̀

藝
叫卻
r扇

一
顧
、

粉

黛

無
ヴ色
、李

獻

吉

如
昌金

鵺

擘
v天
、紳

龍

戲
7海
、

叉
、如
昌韓

信

用
v兵
、衆

寡

如
意
、排

蕩

莫
ツ測
、李

于

鱗

如
二峩

眉

積

雪
、閲

風

蒸

霞
、高

華

氣

色
、罕
7見

齢

其

比
父

如
昌大

商

舶
、明

珠

異

寳
、貴

堪
v敵
v國
、下

者

木

難

火

齊
嚇余

謂

王

元

美

如
下屈
」注

天

攅
納倒

鞠

　
　
　
　
　
丹

丘
詩

話

卷

下

ち
是
れ
顰
に
傚
ふ
て
其
の
醜
に
堪
へ
す
。

○
舁
州
兄
弟
、最
、明
卿
を
推
す
、余
謂
ふ
、明
卿
は
沈
著
流
暢
、
開
・
中
唐

　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

た

に
入
る
.惟
、
醇
乎
言
し
て
醇
な
る
者
は
、止
、濟
南
の
み
。

○
李
獻
吉
の
七
言
繦
40
、少
陵
に
擬
す
る
者
甚
多
し
、質
朴
古
拙
、
各
-
自

員
に
逼
る
、
亦

一
種
の
風
調
な
り
、寨
轅
文
、章
を
成
さ
穿
る
を
誚
る
、亦

寃
な
ら
す
や
。

○
元
美
の
國
朝
詩
評
、鑒
裁
精
徹
,
譬
喩
典
麗
、
今
姑
く
其
の
數
家
を
擧

ぐ
.日
、
何
仲
默
は
朝
霞
の
水
に
點
じ
芙
藁
の
風
に
試
む
が
如
し
、又
、西

施
、毛
嫡
、才
藝
を
論
す
る
無
く
、屬
を
卻
け
て

一
顧
す
れ
ば
、籾
黛
一、色
無

歯
が
如
し
、
李
獻
吉
は
金
鵺
天
を
擘
き
。
紳
龍
海
に
戲
る
が
如
く
、又
韓

信
,兵
を
用
ひ
、
衆
寡
意
の
如
く
、排
蕩
測
る
莫
き
が
如
し
、李
于
鱗
は
峩

眉
の
積
雪
閻
風
の
蒸
霞
、高
華
の
氣
色
、其
の
比
を
見
る
に
罕
な
る
か
如

く
、又
大
商
舶
、明
珠
異
寶
、貴
き
は
國
に
敵
す
る
に
堪
へ
、下
な
る
者
は
、

木
難
火
齊
な
る
が
如
し
ε
、余
謂
ふ
、王
元
美
は
天
潰
を
屈
注
し
、滄
海
に

　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　
六
五
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本
詩

話
叢

書

第

六

卷

連

澹

侮
{變

眩

百

怪
、絡

蹄
串雄

渾
=叉

如
冒百

寶

流

蘇
、千
絲

鐵

網
、綺

密

壞

妍
.奪
昌人

心

目
q

O
、吾

邦

物

茂

卿

先

生

日
、于

鱗

於
盛

唐

諸

家

外
"別

構
轟高

華

一
色
門而

絡

不
v離

盛̀

唐
「細

胝
茣

集

中
コ

篇

↓
什
.亦

皆

粹

然
、不
v外
斯

色
↓所
以

爲
ツ不
v可
v及

也
、元

美

一
身

具
昌四

唐
叫隨

年̀

紀
哺以

相

升

降

可
v謂
昌奇

事
N矣
、余

謂

李

王

二

子
.得
物

子

賞

音
「吐
"氣

泉

下
一矣
。

○

王

敬

美

日
、學
二于

鱗
ネ

v如
v學

老

杜
↓學

一老

杜
嚇

爾

不
v如

盛̀

唐
晒何

者

老

杜

結

構

自

爲
昌
一
家

言
曲

盛

唐

散

漫

無
v宗
、人

各

以
昌意

象

聾

響
7得
v之
、政

如
昌韓

柳

之

文
一何

有
』不
事聳
左

史
來

亠者
卵、彼
學

成

而

爲
v柳

爲
v韓
、吾

卻

叉

餐

韓

柳

學
、便

落

一
塵

矣
、輕

薄

子

弟

遽

笑

韓

柳

非
7古
、與
.卞夫

噌
字

圃

　
　

.　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
六

倒
連
し
、變
眩
百
怪
、
終
に
雄
渾
に
歸
す
る
か
如
く
、又
百
寳
の
流
蘇
、千

絲
の
鐵
網
、綺
密
壞
妍
、入
の
心
目
を
奪
ぶ
か
如
し
。

○
吾
か
邦
物
我
卿
先
生
日
、于
鱗
ば
盛
唐
諸
家
の
外
に
於
て
、
別
に
高
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

み

の

一
色
を
構
ふ
、而
し
て
終
に
盛
麿
を
離
れ
す
、
細
に
其
の
集
中
を
胝
る

に
一
篇

一
什
亦
皆
粹
然
、斯
の
色
に
外
な
ら
す
、
及
ぶ
可
ら
す
マ)爲
す
所

以
な
り
,元
美

一
身
、
四
唐
を
具
ふ
、年
紀
に
隨
て
以
て
相
升
降
す
,奇
事

ε
謂
ふ
可
し
ε
、余
謂
ふ
、李
王
二
子
.
物
子
の
賞
音
を
得
て
、氣
を
泉
下

に
吐
け
り
。

○
王
敬
美
日
、于
鱗
を
學
ぶ
は
老
杜
を
學
ふ
に
如
か
す
、
老
杜
を
學
ぶ
は

尚
盛
唐
に
如
か
す
、何
ε
な
れ
ば
、老
杜
か
結
構
自
ら

一
家
言
を
爲
す
、盛

唐
は
散
漫
宗
無
し
、人
各
意
象
聲
響
を
以
て
之
を
得
,
政
に
韓
柳
の
文
の

如
し
、何
ぞ
左
史
よ
り
來
ら
ざ
る
者
有
ら
ん
、彼
れ
學
び
成
し
て
、柳
ざ
爲

り
韓
ざ
爲
る
、
吾
卻
て
η
ハ韓
柳
に
從
て
學
べ
ば
、便
ち
落
ん
こ
ざ

一
塵
な

り
、輕
薄
の
子
弟
,遽
に
韓
柳
の
古
に
非
る
を
笑
ふ
、夫
の

一
字

一
語
、必
、

二
家
に
歩
趨
す
る
者
ε
、
皆
非
な
り
ミ
、
余
謂
へ
ら
く
、旨
い
か
な
斯
の
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語
.必

歩
趨

二
家
一者
ハ皆

非

也
、余

謂
、旨

哉

斯

言

　

也
、近

物

子

首
に唱

明

詩
叫海

内

嚮
v風
、夫

人

誦
昌法

　

于

鱗
唱而

爭

事
剽

竊
唱神

韻

乃

乖
、青

山

萬

里
、動

譲

霧

紛
紛
刻
羣

笑

黶
諦

之
善
學

召33

　

邪
、余

常

講
"學

者
盲

、善

學
こ于

鱗
一者
、不
v肯
昌于

鱗
↓

　

聽

者

莫
v不
昌駭

然
h或

疑

或

惑
、而

余

自

以

爲
嵩知

賄W

言
晒假

使
二王

敬

美

聽
7之
、則

必

欣

然

莫

逆

耳
。

　

　

右

詩

諍

若

干

條
、亦

唯

翁

蒙

士
嗣啓
=

二
崗爾
、

　

　

讀

者

勿
v笑
二其

鹵

莽
一云
。

丹

丘

詩

話

卷

下

畢

丹

丘

詩

話

卷

下

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

かどく

言
や
、近
九.〕ろ
物
子
、
明
詩
を
首
唱
し

海̀
内
風
に
嚮
ふ
,夫
人
于
鱗
に
誦

法
す
、而
も
て
爭
ふ
て
剽
竊
を
事
マ)し
、帥
韻
乃
乖
く
、青
山
萬
里
、
動
も

す
れ
ば
輙
ち
、篇
に
盈
つ
、紛
々
刻
鶩
、
人
を
し
て
厭
は
し
む
る
に
至
る
、

豈
に
之
を
善
く
學
ぶ
ご
謂
は
ん
や
、余
常
に
塵
者
に
誨
え
て
日
、
善
く
于

鱗
を
學
ぶ
者
は
于
鱗
に
肯
す
ミ
、
聽
く
者
駭
然
ε
七
て
、或
は
疑
ひ
或
は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も

惑
は
ざ
る
莫
し
、而
し
て
余
自
ら
以
て
知
言
ε
爲
す
、
假
し
王
敬
美
を
し

て
之
を
聽
か
し
め
ば
、
則
必
欣
然
ε
し
て
莫
逆
な
ら
ん
の
み
。

右
詩
評
若
干
條
,
亦
唯
竃蒙
士
の
爲
に

=

一を
啓
す
る
の
み
、
讀
者
其

の
鹵
莽
を
笑
ふ
こ
ミ
勿
れ
ε
云
ふ
。

山
ハ
七
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丹

丘

詩

話

跋

　

　

　

　

　

ソ

リ
ア
ラ
ン
　

　
　
ニ
シ
テ
　
　

　
　
ニ
　
シ
デ
　

　

セ
　
ク
　

フ
　

テ
　
ハ
　
　

ノ
　
　
　

　

レ
　
　

　
　
ラ
ンヂ

　

古

今

詩

話

何

限

也

、其

拙

於

自

運

一而

ロ

唯

善

言

レ之

者

、嚴

高

二

家

是

巳

、其

巧

"於

　

　

　

モ
　

モ
　
　
　
ク
　

フ
　
テ
　

ハ
　
　
　
　
　
　

ノ
　
　
　
　
　
ト
モ
　
ノ
　
ク
　

ル
　

ハ
　
　
　
　
　
ハ
　

フ
　
ニ
　
ク
　
レ
　

レ

　

　

ニ

　

自

蓮

ハ而

ロ

亦

善

言

ソ之

者

、王

元

美

其

入

也

、然

彼

善

知

者

、
ロ

不

v能

v言

、詩

日

、維

其

　

リ
　
　
　テ
　
　
ナ
　
タ
リ
ヤ
ニ
　

ニ
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　バ
　
　
　
ク
　
　フ
　
ノ
　
ラ
　
　
　
　
　
ゾ

ハ
ン
　

ノ
　
　ル
　
ハ
　
フ

　

有

γ之

、是

以

似

レ之

、故

靠

州

巵

言

、丹

丘

詩

話

、獪

善

言

嵩其

似

一者

也

、
何

言

旨其

不

v能

v言

者

つ哉

。

寛

延

庚

午

冬

十

一

月

友

入
　

林
　
義
　
卿

撰

62δ

丹

丘

詩

話

跋

一
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